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築
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則
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詩
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樂
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亭
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記
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此

書
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,先

づ

詩

律
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一
個
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を

提

し
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師
山

陽

翁

に

問

ひ

し
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た
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因

て

更

に
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介
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時
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に

よ
り
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春

樵
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橘

洲
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名

海
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・篠
崎

小

竹

の
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そ

の
所

見

を

被

瀝

せ
り
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書
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即

ち

之

を

集
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し
た

る
も

の

な
り

。
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10

瓧

友

詩

律

論

日
本

備

中

小
野
達

泉

藏

輯

清

　

浙

西

陳

鴻
誥

曼

壽

閲

翊

　

　

鼻

由

陽

先

肇

逹

自
、文

候

無
γ恙

否
、嚮

録
踟鄙

作
"乞
轟高

斧
叫達

性

踈

漏
、李

側

失

粘
、動

違
昌法

律

q頻

頻

見
盤督

責

軸焉
、慙

愧

藪

愧
、深

服
昌高

明

導
v人

之

謹

嚴
嚇然

逹

有

宿

疑
嚇敢

質
脇左

右
門夫

沈

宋

剏
昌近

體

轍也
。法

律

嚴

整
、
一
字

不

γ苟
者
、蓋

當

時

諸

作
、上
昌絲

竹
儒而

歌
昼謠

之
門法

律

不
巳

嚴

整
門則

昔

調

不
8諧

和
嚇故

夫

人

守
γ之

如
昌畫

】
一焉
、

今

歌

謠

之

道

、唐

山

亦

巳

廢
v之
、如
ヨ先

生

所
鵬嘗

渝

儡

矣
、而

獪

拘

拘

焉

守
v之
、逹

不
v知
邑其

謂
.也
、夫

五

味

瓩

友

詩

律

諭

山
陽
先
生
に
呈
す

逹
白
す
、交
候
恙
な
き
や
否
や
、
嚮
に
鄙
作
を
録
し
て
高
斧
を
乞

へ
り
、
逹
、
性
疎
漏
に
し
て
畢
側
失
粘
す
.動
も
す
れ
ば
法
律
に
違

ひ
、
頻
々
督
責
せ
ら
る
.慙
塊
慙
愧
。深
く
高
明
、人
を
導
く
の
譁
嚴

な
る
に
服
す
、
然
れ
ど
も
達
に
宿
疑
あ
り
、
敢
て
左
右

に
質
す
、夫

れ
沈
宋
の
近
髏
を
剏
ず
る
や
、法
律
嚴

整
に
し
て

}
宇
苟
も
せ
ざ

る
者
は
、
蓋
、當
鋳
の
諸
作
は
、絲
竹
に
上
し
て
之
を
歌
謠
す
、法
律

嚴
整
な
ら
す
ん
ぱ
則
ち
音
調
諧
和
せ
す
、故
に
夫
の
入
之
を
守
る

と
畳

一
の
如
し
、
今
、
歌
謠

の
道
は
、唐
山
も
亦
已
に
之
を
廢
す
る

こ
と
、先
生
の
嘗

て
論
す
所
の
如
し
、
而
る
に
獪
、拘
々
と
し
て
之

を
守
る
、逹
、其
謂
を
知
ら
ざ
る
な
り
、夫
れ
五
味
の
調
否
を
論
す

る
は
、鼎
實
あ
る
を
以
て
な
り
、
今
歌
謠
廢
し
て
.獪
ほ
聲
律
を
守

る
は
、鼎
實
な
く
し
て
、
徒
ら
に
五
味
を
論
す
に
類
す
る
な
き
を

一
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詩
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書
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之

論

昌調

否
一以
F有
驫鼎

實
一也
、今

歌

謠

廢
、而

獪

守
昌聲

　
律
n得
ド無
レ類
鴛無
6鼎

實
一而

徒

論
.五

味
ム乎
、愚

竊

謂
、世

或

生

偶大

才

力

之

士
門別

出

驫
一
機

軸
門變
.換

面

目
門不
瓢

復

規
"規

沈

宋

三

尺
肉則

不
5亦

偸

快
一乎
、而

寥

寥

無

γ聞
何

哉
、且

如
y言
6律

不
v嚴

則

調

不
7和
、則

三

百

篇

以

下
、漢

魏

六

朝

諸

篇
、於
鳳近

體

一讓
昌
一
著
"歟
、達

嘗

聞
昌或

読
門詩

言
レ志

歌

永
レ言
、言
v志
、詩

之

本

色

也
、有

γ詩

而

後

有
レ歌
、蓋

當

初

作

者
、臧
レ物

言
y志
、咨

嗟

詠

歎

自

成
昌昔

響
n降

至
嶋漢

魏

諸

作
"亦

然
、梁

唐

以

下

乃

稽
.鰹

律
内而

詩

之

道

自
y此

拘

矣
.又

聞
昌或

読
h漢

魏

四

唐

之

詩
、與
。其

所
ゼ謂

歌

謠

者
噌自

別
、然
…則

詩

之

嚴
並聲

律
嚇盆

覺
γ無
v謂
、是

等

之

疑

、達

積

旧胸

虫

不

伊能

昌釋
然

一者

也
、高

明

不
v捐

逮̀

不

省

「明

諭

示

開
、則

沁
　

爲
レ賜

弘

多
、時

維

春

寒
、爲
咀斯

丈
」自

愛
、參

商

路

隔
、

二

得
ん
や
、愚
、竊
に
謂
ふ
、世
、或
は
大
才
力
の
士
を
生
じ
、別
に

一
機

軸
を
出
だ
し
、
面
目
を
舞
換
し
、
復
陀
沈
宋

の
三
尺
に
規
々
た
ら

す
ん
ぱ
、則
ち
亦
た
偸
快
な
ら
す
や
、
而
し
て
寥

々
と
し
て
聞
ゆ

る
無
き
は
何
ぞ
や
、
且
つ
律
嚴
な
ら
す
ん
ぱ

則
ち
調
、
和
せ
す
と

書
ふ
が
如
く
ん
ぱ
、
則
ち
三
百
篇
以
下
、漢
魏
六
朝
の
諸
篇
は
.
近

體
に
於
て

一
著
を
讓
る
か
、逹
、嘗
て
或
る
説
を
聞
く
、詩
は
志
を

胃
ひ
、
歌
は
言
を
永
ふ
ず
、
志
を
言
ふ
は
詩
の
太
色
な
抄
、詩
あ
り

て
而
し
て
後
ち
に
歌
あ
り
、蓋
、當
初

の
作
者
は
、物
に
感
じ
て
志

を
言
ひ
、咨
嗟
詠
歎
、自
ら
晋
響
を
成
す
、降
り
て
漢
魏
諸
作
に
至

り
て
も
亦
た
然
り
、梁
唐
以
下
は
乃
ち
聲
律
を
稱
す
、
而
し
て
詩

の
道
は
、
此
よ
り
拘
せ
り
と
、
叉
た
或
る
読
を
聞
く
、漢
魏
四
唐
の

詩
は
、典

の
謂
は
ゆ
る
歌
謠
と
い
ふ
者

と
は
自
ら
別
な
り
と
.然

ら
ば
則
ち
詩

の
聲
律
に
嚴
な
る
は
.釜
.謂
は
れ
無
き
を
覺
ゆ
、是

れ
等
の
疑
は
、達
.
胸
巾
に
積
ん
で
、釋
然

た
る
能
は
ざ
る
者
な
り
、

高
明
、達

の
不
肯
を
捐
て
す
し
て
、
明
論

開
示
せ
ら
る
れ
ば
、則
ち

賜
た
る
弘
多
な
り
、時
、維
れ
春
塞
、
斯
の
文
の
爲
め
に
自
愛
せ
よ
、

參
商
路
隔
た
り
、面
委
す
る
を
得
ざ
る
を
恨
と
爲
す
、頓
首
。
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不
γ得
自面

委

爲

v恨
、頓

首
.

再

臼
、達

頃

讀
"竹

山

翕

詩

律

兆
h翕

擧

轟諸

家

詭
嚇論

γ之
詳

矣

、其

中

有
γ言
、云
、沈

韻

非
v古
、多
昌可
レ議

者
嚇國

詩

者

流

論

昌語

勢
嚇有
昌比

爲

和

波

之

…辨
「其

説

殊

無

昌

意

義
鞘沈

韻

亦

然
、故

墨

工

鏨

人

先

審
日其

非
q特

守
画

諾

近

體

騨可

也
、翕

所
γ論
、駈
γ謂

今

假

名

也
、妄

濫

無

レ謂

之

甚

者
、使
呂沈

韻

果

類
瓦

乎
、其

不
F足
γ守

也

的

矣
、然

唐

宋

諸

大

家

奉
γ之

無
"異

論
嚇何

哉
、逵

甚

疑

γ之
、幸

賜
鄙明

歉
司

○

答
昌小

野

泉

藏

甲論
自詩

律

一書

襄

頓

首
、謹

復
昼泉

藏

足

下
ツ嚮

歸
γ自
昌西

遊
「與

矗足

下
聯

論
慮近

體

聲

」律
h因

語
.在

昌長

崎

"所
.見

聞
h以

謂

華

音

不
γ足
γ學
、八

病

不
y足
γ拘
、以
銘其

在
y彼

巳

廢

歌̀

唱

凹也
、

　
　
　
　
　

蘚

友

詩

律

論

再
び
白
す
、逹
.頃
ご
ろ
竹
山
翕

の
詩
律
兆
を
讀
む
、翕
、
諸
家
の
論

を
畢
げ
て
之
を
論
す
る
こ
と
詳
な
り
.其
の
申
に
言

へ
る
あ
り
、

云
ふ
、
沈
韻
は
古
に
非
す
、議
す
べ
き
者
多
し
、國
詩
者
流
の
、語
勢

を
論
す
る
に
、
比
爲
私
波

の
…辨
あ
り
、
共
の
読
殊
に
意
義
な
し
、沈

韻
も
亦
た
然
り
、
故
に
墨
工
鏨
人
は
、
先
づ
其

の
非
を
審
に
す
、特

に
諸

を
近
體

に
守
る
は
可
な
り
と
、
翁
の
論
亠ア
る
所
は
、謂
は
ゆ

る
今

の
椴
名
な
り
、
妄
濫
謂
ひ
無
き

の
甚
だ
し
き
者
な
り
、
沈
韻

を
し
て
果
し
て
此
に
類
せ
し
め
ん
か
、其
の
守
る
に
足
ら
ざ
る
や

的
な
の
、然
る
に
唐
宋
諸
穴
家
之
を
奉
じ
γ
異
論
な

き

は
何
ぞ

や
.達
甚
だ
之
キ
疑
ふ
、圭
「に
明
由敏
を
鵲
剛
へ
。

　
　
小
野
泉
藏
に
答

へ
て
詩
律
を
論
す
る
書

襄
頓
首
、
謹
み
て
泉
蔵
足
下
に
復
す
、
嚮
に
西
遊
よ
り
歸
り
、足
下

と
抗
體
の
聲
律
を
論
す
、因
り
て
長
崎

に
在
り
て
見
聞
す
る
所
を

語
る
、
以
謂

へ
ら
く
、華
普
學
ぶ
に
足
ら
す
、八
病
拘
る
に
足
ら
す
・

其
の
彼
に
在
り
て
、
已
に
歌
唱
を
廢

す
る
を

以
て
な
り
、
而
し
て

§



日

本

詩

話

叢

書

孀
　

而

張

證
レ之

者
.舌

官

驕
レ人

之

具

耳
、今

來

書

下

問
、

以

爲

雖
v舍
"韮
二
音

八

病
「而

至
"排
鶚比

罕

側
門猶

不
v得

不
y依
昌舊
律
「夫

已

廢
昌歌

唱
嚇而

獪

株
醇守

其

律

蘊
馬γ爲

也
、才

力

之

士

別

出
5手

眼
「必

有
二

種

無
昌塁

礙
尊之

詩
い使
昌僕

備

論
▼之
、此

疑

非
昌足

下
"不
v能
v發
、僕

不
下敢

不
舮爲
昌足

下

一竭
上也
、蓋

言

語

興

世̀

電

一相

推

移

、而

聲

調

亦

隨

而

織
、或

其

問

夊

有
下不
昌復

彎

著

h皆

唱
8於

自

然

之

勢

一也
、三

百

之

變

爲
ヨ騷

與
昌楚

謌

「騷

輿
ギ
楚

謌
【之

灣
、爲
"五

七

言
ハ五

七

言

之

變
、爲
.律
隷
藪
勢

也

、

而

五

七

言

馴
昌致

於

唐
h其

字

句

豊

約

之

度
、不
邸復

變

移
嚇律

詩

至
μ今

共

不

側

排

比

之

法
、不
昌復

變

移
叫

亦

勢

也
、二

者

發
昌於

自

然
唱而

成
鄙於

漸

『非
v由
"人

爲

一

也

.何

者
、五

言

防

儡於

+

九

首
h蓋

係
昌建

元

以

後
嚇雖

-o
　

v殊

枇

妣

彼

有
v屋

、籔

籔

方

有
レ穀
.巳

似

.漢

人

語
q如
鴛

四

彊

ひ

て
之

れ

を

設

く

は
、
舌
官

、入

に
驕

る

の
具

の
み

と
、今
、來
書

下

問
、以
爲

へ
ら

く
、華

背
八
病

を

舍

っ

る

と
雖
、而

も

畢

側

を
撲

比
す

る

に
至

り

て

は
、
獪

、
舊

律

に
依

ら

ざ

る

を

得
す

と
、夫

れ

已

に
歌

唱

キ
廢

す
、
而

し

て
獪
、其

律

を

株

守
す

、爲

ず
無

き
な

り
、
才

力

の

士

は
、
別

に
手

眼

を

出

さ
ば

、必

一
種
、羃

礙

無

き

の
詩

あ

ら
、

ん
僕

を

し

て
備

に
之

を

論
ぜ

し

め

よ
、
此

の
疑
、
足

下

に

非

ざ

れ
、

ぱ

發

す

る

と

能

は
す
'、
僕
、
敢

て
足

下

の
爲

に

竭

さ
す

ん
ぱ

あ
ら

ざ

る

な
り
、
蓋

.
言
語

は
世

運

と
相

ひ
推

移

す
、而

し

て
聲

調

も

亦

隨

ふ

て
變

す
、或

.は

其

の
間

、夂
、復

か
變

ぜ

ざ

る

者

あ

り
、
皆

自

然

の
勢

に
出

つ

る
な

り

、
三
百

の
蠻
、
騒

と
楚

謌

と
爲

る
、騷

と
楚

謌

と

の
變

、五

七

言

と
爲

り
、
五
七

言

の
變

、律

詩

と
爲

る

は
、勢

な

り
、

而

し

て
五

七

言

、唐

に
馴

致

し
、
其

字

句
豐

約

の
度
、
復

た
變

移

せ

す
'、律

詩
、今

に
至

り

て
、其

罕

側

排

比

の
法

、復

た
變

移

せ
・ず
、亦

勢

な

り
、二

者
、
自

然

に
發

し

面

し

て
.漸

に
成

る
、
人
爲

に
由

る

に
非

ざ

る

な
り

、
何
ん

と
な

れ

ば

、五
言

は
、十
九

首

に
防

る
、蓋

、建

元

以

後

に
係

る
、然

り

と
雖

も
、「侃

々
破

れ

屋
有

り

、籔
屮
々
方

に
穀

有
り

」

と
、巳

に
漢

人

の

語

に
似

た

り
、「溝

子
故

郷

を
悲

む
」
の
五
字

の
如

き

は
、
高

組

嚇
時

の
矢

口
に
出

づ
、
亦

十
九

首
申

の
名

句

な

り

、七

嘗

は
、
柏

梁

に
剏

ま

る
と

雖
、
然

れ

ど
も
「山

に
登

り

水

に
臨

み

て

ゆ將
歸
を
逡
る
、壯
士

一
た
び
去
り
て
復

た
遐
ら
す
」
は
、
一
の
兮
の
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游

子

悲
散

郷

五̀

字
ハ出
昌於

高

租

一
時

矢

旦
亦

十

九

首

中

名

句

也
、七

言

雖
v劒
昼於

柏

梁
∵然

登
γ山

臨

ヒ
水
兮

途
"將

歸
嚇壯

士

}
去

兮

不
臨復

邂
冨

"
一
兮

字

騨

耳
、其

實

七

言

也
、至
昌飯

牛

歌
『全

然

七

言

矣
、是

其

關

紐

漸

開
,非

昌強
γ之

變

一可
"知

也
.律

詩

之

非
昌強

變
嚇

亦

獪
驕五

七

言

也

、沈

宋

創

"新

體
嚇途

爲

二

代

定

制
↓

如
事其

因
昌四

聲
'立
'八

病
ハ徒

設
晶此

險

艱

以

課
昌進

士
嚇

非

齢後

世

所
ヤ可
。必

典

而

其

卆

仄

相

雜
、以

便

喉

舌
隔

者

、出

昌於

自

然

之

節

奉
h非
巳沈

宋

所

昌能

創

一也
、如
昌楊

柳

依

依

、雨

雪

霏

霏
n
四

言

而

協
レ聲

矣

、鶴

鳴
鷁于

九

皐
h老

馬

反

爲
レ駒
、五

言

而

協

レ聲

矣
、朝

飮
"木

蘭

之

墜

露
n夕

餐
昌秋

菊

之

落

英
n則

七

言

而

協
v聲

著
レ封

矣
、漢

詩

有
7自

協
昌李

側

営者
ハ建

安

乃

似
5故

意

協
v之

者
嚇至
薗齊

梁

五

言
n刷

全

興

軸唐

律

勵無
レ辨

焉
、而

梁

陳

　
　
　
　
　

瓧

友

詩

律

論

字
を
多
く
す
る
の
み
、
其
の
實
は
七
言
な
り
.飯
牛
歌
に
至
り
て

は
、
全
然
七
嘗
な
り
、是
れ
其
の
關
紐
・、漸
く
開
く
、之
れ
を
強
ぴ
て

變
す
る
に
非
ざ
る
こ
と
知
る
ぺ
き
な
り
、律
詩
の
強
ひ
て
變
す
る

に
非
ざ
る
も
、亦
、獪
、
五
七
言
の
ご
と
き
な
り
、
沈
・宋
、新
體
を
創

め
、
途
に

H
代
の
定
制
と
爲
る
、
其

の
四
聲
に
因
り
て

八
病
を
立

つ
る
が
如
き
は
、
徒
に
此
の
險
艱
を
設
け
以
て
進
士
に
課
す
、
後

世
必
す
し
も
由
る
べ
き

所
に
非
す
。
而
し
て
其
の
畢
仄
相
雑

へ
、

以
て
喉
舌
に
便
す
る
者
は
、
自
然
の
節
奏
に
出
づ
、
沈
・宋
の
能
く

創
む
る
所
に
非
ざ
る
な
り
、「楊
柳
依

ゐ
、雨
零
霏

々
」の
如
き
、四
言

に
し
て
聲
に
協
ふ
「鶴
、九
皐
に
鳴
く
、「老
馬
反
り
て
駒
と
爲
る
」は

五
言
に
し
て
聲

に
協

ふ
、
「朝
に
木
蘭

の
塗
露
を
飮
み
、
夕
に
秋
菊

の
落
英
を
餐

ふ
」は
.則
、七
冒
に
し
て
聲
に
協
ひ
封
を
著
く
、漢
詩
驚

自
ら
李
側
を
協

ふ
者
あ
り
、建
安
乃
ち
故
意
に
之
れ
を
協
ふ
者
に

似
た
り
、
齊
・梁
の
五
言
に
至
り
て
は
、
則
ち
全
く
唐
律
と
辨
す
る

無
し
、
而
し
て
梁
・陳
聞
の
七
言
も
、
亦
唐
人
の
律
絶
に
類
す
る
者

多
し
、「楊
柳
青
々
地
に
著
き
て
垂
る
」
の
四
句
の
如
き
、陳
人
の
作

た
り
、
知
ら
す
し
て
之
れ
を
讀
ま
し
め
ば
、
以
て
王
建
・杜
牧
と
爲

さ
穿
る
は
莫
き
な
り
、豈
に
亦
謂
は
ゆ
る
關
紐
漸
く
開
く
者
に
非

す
や
、
故
に
彼
の
長
篇
を
約
し
て
八
句
と
爲
し
、
八
句
を

截
し
て

四
語
と
爲
し
、
韻
は
必
す
甼
聲
を
用
ひ
、弼
し
て
句
中
、亦
、李
聲
を

覧



鸚

日

本

詩

話

叢

書

間

七

言

亦

多
下類
昌唐

人

律

絶
著

ハ如
雌楊

柳

青

青

著

ソ
地
垂

四

句
嚇爲
ガ陳

人

作
内使
面不
レ知

而

讀
ツ之
、莫
v不
翼以

爲

驫王

建

杜

牧

顧也
、豈

非
邑亦

所
y謂

關

紐

漸

開

者

一哉

、

故

彼

約
β長

篇
喃爲
.・八

句
n截
・八

句
一爲
・四

語
嚇韻

必

用
・

李

聲
爺

句

中

亦

連
唱綿

李

聲
以

穩
爲順

聲

勢

皆

節

奏

之

自

然

者

也
.李

轎

汾

水

秋

雁

一
絶
.梨

園

奏

「之
、至
v使
昌明
皇

流
7涕
、共

舊

爲
鶴古

風
嚇全

篇

流

麗

不
騰

甚

聾

牙
肉必

斷
"取

二

十

八

宇
{因
5其

李

韻

協
レ聲

者
「

然

後

可
γ被
昌絃

歌
一可
5以

見
靹耳
、然

唐

以

後

詩

廢

而

詩

餘

興
、詩

餘

廢

而

歌

曲

出
、近

體

不
冒復

上
昌絲

竹
龝

矣
、而

不
γ諧

"其

夲

側
h菓
蹴以

梗
昌吟

誦
n譬

"之

和

謌
内萬

葉

以

前

田

駿

紅

女

人

人

能
γ之
、以
a其

可
ワ歌

也
、後

世

箏

絃

之

詞
、歳

新

月

更
、而

所
y謂

和

謌
、獨

爲
ガ
士

-o
　

大

夫

言
γ志

之

具
n然

三

十

一
宇

之

節
、成
邑於

自

然
恥

六

連
綿
し
、
以
て
聲
勢
を
穩
順
に
す
、
皆
節
奏
の
自
然
な
る
者
な
り
、

李
嬌
の
沿
水
秋
雁
の

一
絶
、梨
園
之
れ
を

奏
し
て
、
明
皇
を
し
て

涕
を
流
さ
し
む
る
に

至
る
、其

の
舊

は
古
風
た
り
、
全
篇
流
麗

に

し
て
、
甚
が
螯
牙
な
ら
ず
、
必
す
二
十
八
字
を
斷
取
し
.因
り
て
其

甼
韻
の
聲

に
協
ふ
者
に
因
り
て
、然
る
後
に
絃
歇
に
被
ら
し
む
べ

き
、
以
て
見
る
べ
き
の
み
、然
れ
ど
も
、唐
以
後
、詩
廢
し
て
詩
餘
興

り
、詩
餘
廢
し
て
歌
曲
出
づ
、
近
體
復

た
絲
竹
に
上
ら
で
、
而
し
て

其
耶
側
に
諧
は
ざ
れ
ば
、
以
て

瞼
誦

に
便
す
る
莫
し
、之
を
和
謌

に
譬
ふ
る
に
、
萬
葉
以
前
、田
駿
紅
女
、人
々
之
れ
々
能
く
す
、其

の

歌
ふ
べ
き
を
以
て
な
り
、後
世
箏
絃

の
詞
.歳
に
新
に
月
に
更
る
、

而
し
て

謂
は
ゆ
る
和
謌
は
、
獨
士
大
夫

志

を

言

ふ

の
具
と
爲

る
、然
れ
ど
襷
.三
十

一
字
の
節
、自
然
に
成
る
、
此
れ
に
由
ら
ざ
れ

ば
、
以
て
諷

す
べ
か
ら
す
、
風
土
異
な
り
と
雖
も
、其
の
勢
は

一
な

り
、
故
に
詩
の
古
風
有
る
は
、獪
、
歌

の
長
短
齊
し
か
ら
ざ
る
者

め

る
が
こ
と
き
な
り
、
其
の
節
奏
未
だ

定
ら
ざ
れ
ば
な
り
、飭

奏
已

に
定
り
て
、
而
し
て
獪
、
之
れ
を
爲
す
者
は
、以
て
才
情
を
馳
騁
す

る
の
み
、
苟
も
諷
詠
に
資
す
る
に
は
、
三
十

一
字
に
非
ざ
れ
ば

不

可
な
9
、
近
體
に
非
ざ
れ
ば
不
可
な
り
、
夫
れ
宋
以
後
、近
體
を
唱

へ
す
し
て
詩
餘
を
歌
ふ
、然
れ
ど
も
、詩
餘
の
譜
を
按
じ

字
を
墳

す
る
、
近
體

に
比
す
れ
ば
更
に
嚴
な
り
.是
れ
知
る
、律

の
嚴
は
、音



過
　

不
"由
レ於
レ此

不
γ可
3以

諷

嚇風

土

雖
γ異

其

勢

一
也
、故

詩

之

有
包古

風
一獪
"歌

之

有
昌長

短

不
ツ齊

者

也
、其

節

奏

未
v定

也
、節

奏

己

定

矣
.而

獪

爲
v之

者

以

馳
畠騁

才

情

噛耳
、苟

資
面諷

詠
門非
麟三

十

一
宇

"不

可
、非
昌近

鱧
一

不

可
、夫

宋

以
、後

不

唱
5近

體

而

歌
昌詩

餘

一矣
、然

詩

餘

之

按
レ譜

填
v字

、比
驫近

謄
野
更

嚴
、是

知

律

之

嚴

所
蹴

以

諧
昌音

調
「故

愈

諧

則

愈

嚴
、及

其̀

廢
印也
.人

不
V見
。

其

諧
嚇而

苦
昌其

殿
n是

所
感以

生
薗足

下

之

疑
一也
、大

抵

言

語

聲
.
調
、古

簡

而

今

繁
、古

疎

而

今

密
、隨
鵠世

蓮

之

自

然

一共

變

勢

也
、其

不
γ變

亦

勢

也
、知
臓其

所
昌以

可
サ變

、則

知
ヨ其

所

昌以

不
ワ可
γ…變
、使
冒天

地

間

本

無
雛此

律

門而

人

忽

造
。之
、則

其

傳

必

不
"能
島如
レ是

之

久
隔也
、

譬

如
▼科

擧

剏
昌於

隋
「而
實

出
轟於

漢

魏

考

課
嚇刑

律

蛹
　

成
昌於

唐
門而

實

原
鵠於

俚

何

之

法
嚇其

後

君

相

雌
γ有
鯖

瓧

友

詩

律

論

調
劾
諧
ふ
所
以
な
る
を
、
故
に
愈
.
諧

へ
ば
則
ち
愈
.嚴
な
り
、
其

の
廢
す
る
に
及
び
て
は
、
人
、
其
の
諧
ふ
を
見
す
し
て
.呉
の
嚴
を

苦

む
、
是
れ
足
下
の
疑
を
生
す
る
所
以
な
り
、大
抵
、言
語
聲
調
、古

は
簡
に
し
て
今
は
繁
、
古
は
疎
に
し

て
今
は
轡
、
世
遐
の
自
然

に

隨
ふ
、
其
の
變
す
る
は
勢
な
り
砿
共
の
變
ぜ
ざ
る
も
亦
勢
な
・9
、共

の
舞
す
べ
き
所
以
を
知
れ
ば
、則
ち
其

の
蠻
す
べ
か
ら
ざ
る
所
以

を
知
ら
ん
、
天
地
の
間
に
、
本
と
此
の
律
無
く
し
て
、人
忽
ち
之
れ

を
造
ら
し
め
ば
、
則
ち
其
の
傳
、
必
す
是
く
の
如
く

之
れ
久
し
き

こ
と
能
は
ざ
る
な
9
、
譬

へ
ば
、科
擧
は
隋
に
剏
り
、而
し
て
實
は

漢
魏
の
考
課
に
出
で
、
刑
律
は
唐
に
成
り
、
而
し
て
實
は
裡
・何
の

法

に
原
つ
く
、其

の
後
の
君
相
、絶
異

の
オ
あ
り
と
雖
も
、之
れ
を

能
く
易
ふ
る
莫
き
が
如
し
、勢

に
非
す
し
て
何
ぞ
、勢
と
は
、
一
成

し
て
復
た
移
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な

り
、
夫
れ
李
・杜
・韓
・蘇
の
才
を

以
て
、我
れ
よ
り
古
を
作
す
に
、
何

の
不
可
、な
る
所
あ
ら
ん
.乃
ち

首
を
俯
し
て
、
休
交
・沈
・宋
の
束
縛

に
就
か
ざ
る
能
は
す
、
唯
.
古

風
の

一
體
あ
り
て
、
以
て
尺
幅
を
拓
裂
し
、縱
横
に
自
ら
快
に
す

べ
し
、
而
し
て
其
の
韻
を
用
ひ
句
を

排
す
る
、
亦
た
古
來
傳
承
の

法
あ
り
て
存
せ
参
、
數
公
必
す
奉
じ
て
以
て
周
旋
す
と

雖
も
、
此

の
事
は
、
才
力
の
能
く
變
を
致
す

所

に
非
ざ
る
を
見
る
べ
き
な

り
、
漢
土
の
人
に
在
り
て
す
ら
且
ほ
然
り
、
況
ん
や
此
の
方
に
在

七



獅b

　

　

　

　

日

本

詩

話

蓬

書

縄

異

之

才
噌而

莫
"之

能

易
ひ非
ゾ勢

而

何
、勢

也

者

一

成

而

不
驫復

可
7移

者

也
、夫

以
昌・李

杜

韓

蘇

之

才
一自

γ我
作
v古
.何

所
"不

可
嚇乃

不
レ能
v不
訂俯
レ首

就
轟休

丈

沈

宋

之

束

緯

嚇唯

有
.古

風

一
體
n可
7以

拓
昌裂

尺

幅

一縱

横

自

快
ハ而

其

用
v韻

排
レ句
、亦

有
昌古

來

傳

承

之

法

鞠

存

焉
、雖

數̀

公

必

奉

以

周

旋
訂

y見

鵬此

事

非

ヨ才

力

・

所
唱能

致
》愛

也
、在

轟嘆

U土

入
一且

然
、况

在

"此

方
「用
8彼

之

言

語
h以

敍
昌我

之

性

情
「摸
濫其

聲
.
調

於
"髣

髴

影

響

之

間
嚇不
γ得
v不
レ依
鴟準

其

一
定

之

矩

蠖
h但

既
昌其

矩

蠖

中
嚇必

避

"其

病

之

最

可
v忌

者
帆其

故

設
驫險

艱

一

者

不
鴾必

學

可

也
、今

之

詩

人

或

泥
7其

不
昌必

可
ツ學

者
い而

犯
昌其

必

可
レ避

者
嚇是

爲
ジ
可
γ喰

耳
、僕

所
v識

舌

官

稱
レ解

鵜聾

律

聯者
、亦

不
レ免
レ於
γ此
、僕

是

以

盆

知

"其

読

之

不
"足
7信

也
、今

且

舍
邑其

耳

一而

用

轟其

貝

就
嶋唐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

り
て
、
彼
れ
の
言
語
を
用
ひ
て
、
以

て
我
の
性
情
を
敍
す
、其
の
聲

調
を
髣
髴
影
響
の
聞
に
摸
す
る
に
は
、其

の

一
定
の
矩
蠖
に
依
準

せ
ざ
る
を
得
す
、但
.其
の
矩
蠖
中

に
就
き
て
、
必
す
其
の
病
の
最

鳩
忌
む
べ
き
者
を
避
く
、
其

の
故
に
、險
艱
を
設
く
る
者
は
.必
す

し
も
學
ぱ
す
し
て
可
な
り
、
今
の
詩
人
、
或
は
其
の
必
す
し
も
學

ぶ
ぺ
か
ら
ざ
る
者
に

泥
み
て
、
其

の
必
ず
避
く
べ
き

者
を
犯
す
.

是
れ
嘆
ふ
可
し
と
爲
す
の
み
、
僕
の
識
れ
る
所
の
舌
官
、
聾
律
を

解
す
と
稱
す
る
者
も
、
亦
此
れ
を
冤
れ
す
、
僕
、
是
を
以
て
、盆
.共

の
論
の
信
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
る
な
り
、今
且
く
其
の
耳
を
舎

て
ゝ
其
の
目
を
用
ひ
、唐
・宋
・明
・清

の
諸
集
に
就
き
て
、句
を
逐
ひ

て
推
驗
せ
ば
、
以
て
彼
の
謂
は
ゆ
る

變
す
べ
か
ら
ざ
る
の
律
は
、

別
に
自
ら
在
る
あ
り
て
、是
れ
を
之
れ
謂
ふ
に
非
ざ
る
を
知
る
べ

き
な
り
、僕
の
見
る
所
は
如
く
の
如
し
、唯
.足
下
焉
を
探
べ
.



恥婀

宋

明

清

諸

集
{逐
v句

推

驗

可
鵬以

知
回彼

所
v謂

不
y可

レ變
之

律
、別

自

有
v在
、非
驫是

之

謂

一也
、僕

所
γ見

如
レ此
、

唯

足

下

擇
焉

。

　

　

別

紙

　

後

書

見
v諏
、讀
昌竹

山

翕

詩

律

兆
叫見
彗其

以
γ律

喩
昌和

・

歌

之

比

爲

波

和
嚇苟

然

近

體

不
γ星

依

準

一者
、足

下

　

老
"於

和

歌
喃者
、宜

有
"此

疑

一也
、然

揣
齲翕

意
嚇蓋

以
v此

　

論
駆用

韻

有
昌今

古

之

別
一耳
、非
盖總

言
昌詩

律

一也
、足

下

　

不
昌以
y辭

害
ツ意

砺

可
、此

書

與
昌近

時

武

景

交

古

詩

.
韻

範
「皆

考

據

精

確

、有
γ大
昌功

於

藝

園

一者
、不
γ可
v不

　

v讀
、足
下

讀
邑二

書

胴而

知
隠詩

之

不
7可
γ無
γ法
譌
蝉
僕

之

　　

論

一而

知
賦法

之

出
6於

自

然
{則

思

過
γ牛

矣
、襄

復

白
。

○

輿
「人

論

鴟聲

律

一書

　

　

肚

友

詩

律

論

別
紙

後
書
、
論
さ
る
、
竹
山
翕
の
詩
律
兆
を
讀
み
.其
の
律
を
以
て
和
歌

の
比
爲
波
和
に
喩
ふ
る
を
見
た
り
、
苟
も
然
ら
ば
、
近
體
は
依
準

す
る
に
足
ら
ざ
る
者
な
り
、
足
下
は
、
和
歌
に
老
け
た
る
者
、宜
べ

な
り
此
の
疑
有
る
や
、
然
れ
ど
も
、翕
の
意
を
揣
る
に
、蓋
、此
れ
を

以
て
、
用
韻
に
今
古
の
別
あ
る
を
論

す
る
の
み
、
總
て
詩
律
を
言

ふ
に
非
ざ
る
な
り
／、
足
下
、
辭
を
以
て
煮
を
害
せ
す
し
て
可
な
り
、

此
の
書
と
近
麟
、の
武
景
丈

の
古
詩
韻
範
と
は
、皆
考
據
精
確
、
藝

臨
に
大
功
あ
る
看
、讃
ま
ざ
る
べ
か
ら
す
、足
下
、二
書
を
讀
み
て
、

詩
の
法
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
を

知
り
、僕
の
論
を
讀
み
て
、法

の

自
然
に
出
つ
る
を
知
ら
ば
、
則
ち
思
ひ
孚
に
過
ぎ
ん
、
襄
復
た
白

す
。

○

人
に
與
へ
て
聲
律
を
論
す
る
書

　

　

　

　

　

　

　

　

九



日

本

詩

話

叢

書

棚
　

聲

律

之

律
、非
昌音

律

之

律
曲爲
昌法

律

之

律
門法

律

者

何
、申

韓

之

刑

名

是

也
、薗
6申

韓

一以

前

無

齢此

法

律
肉

　

特

是

申

韓

傷
昌戦

國

法

度

之

麌

別

出
"新

意
苡

建
轟

蘿

噂難

鬆

馨

鰍

日
鳳律

詩
嚇於
v是

分
爲局

聲

韻
「使
γ不
「可
v出
昌圈

績
「是

自

ぴ古
以

來

之

所
v未
v有
、徇

出
蚤于

唐

一
代

之

新

意
h不
昌

亦

詩

政

之

法

律
一乎
、夫

三

百

篇

之

後
、唐

未
レ定
.詩

律

一之

前
、=其

誰

不
"歌

詠

嚇亦

誰

無
昌音

律

嚇特

有
昌音

律

之

律
晒而

無
昌法

律

之

律
剛古

之

音

律

出
昌於

自

然
ハ今

之

聲

律

成
昌於

自

裁
嚇故

日

今

之

聲

律
、獪
.申

韓

之

法

律

脚也
、夫

串

韓

之

法

律
、其

興
レ襄

黜
v邪

之

妙
、非
偽

啻

一
時

之

佳

舉
n是

固

千

古

之

卓

刑

也
、雖
レ然

法

-o
　

律

苛

刻
、所
ゼ謂

急

絃

促
シ柱
、不
v知
。變
y之

以

和
τ聲
、專

一
〇

聲
律
の
律
は
、書
律
の
律

に
非
す
し
て
、法
律
の
律
た
り
、法
律
と

は
何
ぞ
や
、
申
韓

の
刑
名
是
れ
な
り
、
申
韓
よ
り
以
前
に
此
の
法

律
な
し
、
特
に
是
れ
申
韓
、
戰
國
法
度

の
廢
れ
た
る
を
傷
み
、別
に

新
意
を
出
だ
し
以
て

一
家
の
法
律
を

建

て
し
な
り
、
唐
の
天
子

六
朝

綺

糜
の
餘

息

を

一
洗

し
.
『
代

正
大
の
氣
象
を

振
興

し
、
五
韻
八
句
を
勒
定
し
、
名
づ
け
て
律
詩
と
日
ふ
、是
に
於
て
雙

韻
を
分
局
し
、
圏
績
を
出
づ
可
か
ら
ざ
ら
し
む
、
是
れ

古
よ
り
以

來
の
未
だ
有
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
尚
ほ
唐
代
の
新
意
に
出
づ
、
亦

た
詩
政
の
法
律
な
ら
す
や
、
夫
れ
三
百
篇
の
後
ち
、
唐
の
未
だ
聲

律
を
定
め
ざ
る
の
前
、
其
れ
誰
れ
か
歌
詠
せ
ざ
ら
ん
、
亦
た
誰
れ

か
晋
律
な
か
ら
ん
、
特
に
習
律
の
律
あ
り
て
、
而
し
て
法
律
の
律

な
し
、古
の
晋
律
は
、自
然
に
臨
づ
、今

の
聲
律
は
自
裁
に
成
る
、故

に
曰
く
、今
の
聲
律
は
獪
ほ
申
韓
の
法
律
の
ご
と
き
な
り
と
、
夫

れ
申
韓
の
法
律
は
、
其
の
衰
を
興
し
、
邪
を
黜
く
る
の
妙
は
、啻
に

一
時
の
佳
擧
の
み
に
非
す
、
是
れ
固
よ
り

千
古
の
卓
刑
な
り
.然

り
と
雖
も
法
律
の
苛
刻
な
る
、
謂
は
ゆ

る
急
絃
、
柱
を
促
す
、之
を

變
じ
て
以
て
聲
を
和
ら
ぐ
る
を
知
ら
す
、專

ら
共

の
書
を
讀
み
其

人
を
信
ぜ
ぱ
、
則
ち
其
の
害
固
よ
り
多
し
、
李
斯
の
共
の
身
を

亡

ぼ
す
、
以
て
見
る
可
し
、
君
子
は
入
を
以
て
霄
を
廢
せ
す
と
、時
を

量
り
て
用
を
利
せ
ぱ
、則
ち
此
の
法
律
も
亦
た
以
て
無
か
る
可
か



叭

へ～～
嚶

讀
　其

書

噛賃
巽

人
門則

其

害

固

多
、李

期

之

亡
自其

身

"

可
距以

見

一矣
、君

子

不

以̀
v人

廢
ツ言
、量
v時

而

利
v用
、則

此

法

律

亦

不
レ可
昌以

無

鰤也
、是

諸

葛

孔

明

之

所
三以

勸

昌後

主
門而

朱

敬

則

之

所
ヨ以

詭
3武

后

一也
、若

夫

詩

之

聲

律

雖
V出
昌于

唐

之

新

意
{然

其

爲

題規

矩

準

繩
期

是

固

不

易

之

怯

律

也
.而

亦

有
昌不
"知
v變

之

蝸
内明

人

是

也
、明

入

餒
昌守

法

律
嚇數
呂倍

于

唐

人
噌其

作
γ詩

墓

擬

剽

竊
、千

篇

一
律
、其

選
レ詩
、亦

不
v協
v調

弗
ゾ取
、

不
v入
γ律

弗
v編
、竟

至
レ不
ヴ免
v有
昌買

犢

之

弊
嚇是

歴

下

詩

風

之

所
自以

須

央

而

餤

息

響

絶
幅也
、有

唐

之

入

雖
レ創

昌定

聲

律

嚇而

往

往

不
v拘
舗v聲

律

嚇有

。變

騰
肉有

昌拗

懺

有
昌當

v李

而

仄
宥

蠡當
v仄

而

丕

是

變
v之

也
、其

變

γ之
、非
昌誤

而

犯
"之

也
、不
γ得
v已

而

變
v之

也
、蓋

由
昌聲

律

.之

外
、別

有

γ斯

昌苦

思
肉而

被
"之

歌

詠
肉係
昌之

鼓

吹

一

　
　
　
　
　

瓧

友

詩

律

論

ら
ざ
る
な
り
、
是
れ
諸
葛
孔
晦
の
後
主
に
勸
む
る
所
以
に
し
て
、

朱
敬
則
の
武
后
に
説
く
所
以
な
り
.若

し
夫
れ
詩
の
鑿
律
は
、
唐

の
新
意
に
出
つ
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其

の
規
短
準
繩

た
る
、
是

れ
固
よ
抄
不
易
の
法
律
な
り
.而
し
て
亦
た
變
す
る
を
知
ら
ざ
る

(
蝸
あ
り
、
明
入
、是
れ
な
9
、鞠
人

の
法
律
を
嚴
守
す
る
こ
と
、唐

人
に
數
倍
す
、其

の
詩
を
作
る
、墓
擬
剽
竊
、千
篇

　
律
、其
の
詩
を

選
す
る
苓
、
亦
た
調
に
協
は
す
ん
ば
取
ら
す
、
律
に

入
ら
す
ん
ば

編
ぜ
す
、竟

け
.員
棲

の
弊
あ
る
を
冕
れ
ざ
る
に
至
る
、
是
れ

歴
下

の
詩
風
の
須
臾
に
し
て
餤
息
み
響
絶
ゆ

る
所
以
な
り
、有
唐
の
八

は
、
盤
律
を
創
定
ず
と
雖
も
、
而
も
往

々
に
し
て
鑿
律
に
拘
ば
ら

す
、
攣
體
あ
り
、拗
體
あ
り
、當
に
墾
に
す

べ
く
し
て
仄
な
る
あ
り

。
靴
仄
に
す
ぺ
く
し
て
甼
な
る
あ
り
、
是
れ
之
を

變
す
る
な
り
、

蛭
ハ之
を
變
.す
る
誤
夢
て
之
を
犯
す
に
非
ざ
る
な
り
、巳
む
を
得
二摯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

し
て
之
を
變
す
る
な
り
、
蓋
、
聲
律
由
り

の
外
に
、別
に
苦
思
す
る

所
あ
り
.
而
し
て
之
を
歌
詠
に
被
ら
し
、
之
を
鼓
吹
に
係

る
者
は

特
に
其
の
末
事
の
故
か
、
夫
れ
歌
咏
の
事
は
、
當
時
已
に
之
を

末

と
す
、
後
世
逾
に
之
を
廢
せ
り
、
而
し
て
其

の
聲
律
に
於
け
る
、倚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

】
囃



蝦10

　
　
　
　
　
日

本
詩

話
叢

讐

者
.特

其

末

事

故

歟
、夫

歌

詠

之

事
、當

時

已

末
γ之
.

後

世

逾

廢
v之
、而
其

於
昌聲

律
h伺

有
'所
。忌

憚
階者
晶唐

以

來

之

法

律

也
、我

邦

之

入
、口

不
レ諧

耳

不
v律
、惟

目

以

守
"圈

績

分

局
幽亦

傚
齢彼

土

之

世

守

而

不
Ψ失

也
.因

以

謂

我

輩

之

擇
並聲

律
嚇只

要
7就
昌局

画

而

正
・

之
、有
昌不
γ得
レ已

者
納鑒
"之

古

人
『而

變
レ之

矣
、且

夫

脱
昌

出

椀

盃

筌
己得

魚

兒
嚇則

此

圈

績

分

局

之

不
レ可
。以

無
也
、亦

獪
霞申

韓

法

律

之

不
7可
昌世

以

無
一也
、頃

作
鵬

此

論
内頗

覺
"新

奇
h因

書

而

鱠
乏

。

　
　

二

前

論
昌聲

律
嚇読
昌申

韓

之

法

律
嚇恐
。其

言

之

未
7足
、今

叉

近

論
自射

法
一以

喩
v之
.夫

以
昌邦

人

之

聲

口
嚇求
v逋
"

華

人

之

歌

詠
嚇譬

如
F射
"乎

百

歩

之

外
「射

者

必

畜
・

良

弖

聚
昌美

箭
剛既

有
驫良

弖

叉

有
.美

箭
爺

叉

有
u彎

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

一
二

ほ
忌
憚
す
る
所
の
者
あ
り
、磨
以
來

の
法
律
な
り
、
我
が
邦
の
人

は
、ロ
、諧
は
す
、耳
律
せ
す
、惟
、、目
以
て
圈
績
の
分
局
を
守
る
.
亦

た
彼
の
土
の
世
守
し
て
失
は
ざ
る
に
傚

ふ
な
り
、因
て
以
謂

へ
ら

く
、
我
が
輩
の
聲
律
を
擇
ぶ
は
、唯
.
局
面
に
就
い
て
之
を
正
す
を

要
す
、
已
む
を
得
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
之
を
古
入
に
鑑
み
て
之
を
變

す
、且

つ
夫
れ
椀
盃
を
脱
出
し
、
魚
見
を
筌
得
す
、則
ち
此
の
圈
績

分
局
の
以
て
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
な

り
、亦
た
獪
ほ
串
韓
法
律
の

世
.
以
て
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
、
頃
ご
ろ
此
の
論
を

作

b
ノ、頗
る
新
奇
を
覺
ふ
、因
て
書
し
て
之
を
贈
る
.

　

二

前
に
聲
律
を
論
じ
て
.申
韓

の
法
律
を
読
け
り
.
其
の
言
の
未
だ

足
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を

恐
れ
こ
今
叉
た
近
く

射
法
を
論
じ
て
以
て

之
を
喩

へ
ん
、
夫
れ
邦
人
の
聲
口
を
以
て
、
華
人
の
歌
詠
に
通
ぜ

ん
こ
と
を
求
む
、
鷺

へ
ば
召
歩
の
外

に
射
る
が
如
し
、
射
者
は

必

す
良
弓
を
畜

へ
、美
箭
を
聚
む
、既
に
良
弓
あ
り
、叉
た
美
箭
あ
り
、



恥
　

v之
放
v之

手

法
紬其

既

彎
v之

時
.共

臨
ド放

之

處

、明
昌其

眼

睛
n愼
嚇其

腕

臂

門認

昌鵠

之

所
サ在

.直

箭

之

斯
γ向

、其

如
〃斯

而

放
、放

而

能

中
、誠

爲
盤快

事
嚇然

而

所
v放

之

箭

在
y于
レ我
、而

所
v受

之

鵠

在
レ于
γ彼
、
一
豺

箭

離
v絃

而

獨

往
昌其

所
ツ到
、能

中
昌其

駈
"受

乎

否
、我

始

不
γ能

決
γ之
、有
β百
發

百

申

者
一有
鷁十

放

十

失

者
嚇中

者

手

レ法

之

熟

也
、不
F中

者

手

法

之

未
v熟

也

雖
v日
β手

法

稍

熟

之

人
嚇而

爾

有
7百

失
二

或

麟
=
二
騨者
h是

非
、箭

之

誤

往
輪也
、射

者

之

誤

手

也
、非
馳箭

之

罪

唱也
、射

者

之

罪

也
、非
.射

者

之

罪

"也
、射

者

之

氈

彎

臨
v放
、而

偶

目

胸

腕

顫

之

所
レ致

也
、苟

憂
昌箭

之

不
.申
、則

莫

ゾ若
レ慣
嵩乎

毓

彎

臨
v放

之

初

脚而

巳
、吾

今

渉
昌獵

書

鹸
ハ

綴
昌拔

交

字
"是

畜

昌良

弓
一聚
昌美

箭

也

、磨
v硯

提

レ筆
、是

嫋
　

張
γ弓

鋏
y箭

也
、恐
㌔
磐
聲

律

喃求
γ合
幽欹

詠

叫是

認
鵡鵠

之

蝨

友

詩

律

論

O

而
し
て
又
左
之
を
彎
き
之
を
放
つ
の
手
法
み
り
Ψ其
の
既
に
之
を

彎
く
時
、其

の
放
つ
に
臨
む
の
處
、
其
の
瞑
購
を
明
に
し
、其
の
腕

臂
を
愼
み
鵠
の
在
る
所
を
認
め
訟
剛
の
向

ふ
所

を
直
す
、
其
れ
斯

の
如
く
に
し
て
放
ち
、
放
ち
て
能
く
申
る
、
誠

に
快
事

と
り
、然
り

而
し
て
放
つ
所
の
箭
は
我
に
在
り
、而
し
て
受
く
る
所
の
鵠
は
彼

に
在
り
、
一
朋
箭
、絃
を
離
れ
て
獨
り
其
の
到
る
所
に
往
く
、能
く

其
受
く
る
所
に
中
る
や
否
や
、我
れ
始
め
之
を
決
す
る
能
は
す
、

百
發
百
中
の
著
あ
り
、
十
放
十
失

の
者
あ
り
、
中
る
は

手
法
の
熟

せ
る
な
り
、
中
ら
ざ
る
は
手
法

の
未
だ
熟
せ
ざ
る
な
り
、手
法
稍
.

熟
す
る
入
と
日
ふ
と
雖
、而
も
徇
ほ
百
に

】
或
は
こ
三
を
失
す
る

者
あ
り
、
是
れ
箭

の
誤
往
に
非
ざ
る
な
り
、
射
者
の
誤
手
な
り
、箭

の
罪
に
非
ざ
る
な
り
、
射
者
の
罪
な
り
、
射
者
の
罪

に
あ
ら
ざ
る

な
り
、
射
者
の
既
に
彎
き
て
放
つ
に
臨
み
て
、偶
、、目
駒
し
腕
顫
す

る
の
致
す
所
な
り
、苟
嵐
箭
の
中
ら
ざ
る
剃
憂

へ
ば
、
則
ち
既

に

戀
き
放
つ
に
臨
む
の
初
に
愼
む
に
若
く
な
き
の
み
、
吾
れ
、今
、書

帙

を
渉
獵
し
、
丈
字
を
援
拔
す
、
鳧
れ
良
弓
を
畜

へ
、美
箭
を
聚
む

る
な
り
、
硯

を
磨

し
筆
を
提
ぐ
る
は
、
是
れ
弓
を
張
り
箭
を
鋏
む

な
り
.聲
律
を
誤
ら
ん
を
恐
れ
歌
詠

に
合
は
ん
ε
髢
求
む
る
は
、是

れ
鵠

の
在
る
所
、を
認
め
、箭
の
向
ふ

研
を
直
く
す
る
な
り
、斯
の

如
く
に
し
て
緩
ち
其
作
る
所
の
詩

は
、
四
聲
四
等
、
開
合
清
濁
、將

一
三



齠

　
　
　
　
　

臼

本

詩

話

叢

轡

所
ワ在
、直
昌箭

之

所
"向

也
、如
レ斯

而

後

共

所
ゼ作

之

詩
、

四

聲

四

等
、開

合

清

濁
、將

皆

訂

正

乎
、磐

皆

訛

誤

乎

、將

爲
昌陽

春

自

雪

一乎

、將

爲

笛下

里

巴

人
蝋乎
、我

不

γ能
昼歌

而

分
ツ之
、歌

而

分
v之

之

人
、常

在

昌千

萬

里

之

外
嚇而

今

作
F之

之

我
、不
v能

事到
昌千

萬

里

之

外

n徴
.之

・

其

人
ゆ則

其

聲

律

之

諧

興
6不

諧
門我

亦

不
v能

"知

而

正
ワ之
、不
"能
v知
"之

而

欲
v正
v之
、是

我

自

正
v之

而

我

自

安
γ之

而

巳
、
一
不

一
仄
、
一
出
v息

一
入
レ息
、同

是

天

地

問

之

呼

吸
、陰

陽

之

蠢

動

也
、邦

人

與

昌華

人
禰

雖

γ隔
昌千

萬

里
一同

是

天

地

問

之

民

生
、邉

化

之

一

元

氣

也
、我

有

昌四

體

一有

自聰

明
h彼

固

非
v有
越異

樣

之

耳

目

鼻

旦

亦

皆

造

化

之

同
.鑄

陶

也
、交

章

之

道

可
γ通
昌於

遯

化
嚇豈

不
レ可
v簿
昌於

異

域

鴨耶
、苟

自

正
レ于

聞
　

レ我
、何
得
γ不
レ正
畠于

彼
嚇苟

自

安
v于
レ我
、亦

何

得
γ不
「安

嘲
四

た
皆
な
訂
疋
か
、
將
た
皆
な
訛
誤
か
.
將
た
陽
春
白
雪
た
る
か
卿將

た
下
里
巴
入
た
る
か
、
我
れ
歌
ふ
て
之
を
癸
つ
能
は
す
、
歌
ふ
ア

之
を
分

つ
の
人
ば
、
常
に
千
萬
塁
の
外

に
在
り
、
而
し
て
今
,之
を

作
る
の
我
は
、千
萬
里
の
外
に
到
り
、
之
を

其
の
人
に
徴
す
る
能

は

す
、
則
ち

其
の
聲
律
の
諧
と
不
諧
と
.
我
れ
亦
た
知
り
て
之

を
正
す
能
は
す
、
之
を
知
る
能
は
す
し
て
、
之
を
正
さ
ん
と

欲
す

る
は
.
是
れ
我
れ
自
か
ら
之
を
正
し
て
、
我
れ
自
か
ら

之
に
安
す

る
の
み
、
一
雫

一
仄
、
蝋
た
ぴ
息
を
出
だ
し
、
一
た
び
息
を
入
る
、同

じ
く
是
れ
天
地
聞
の
呼
吸
に
し
て
、
陰
陽
の
蠢
動
な
り
、
邦
人
は

華
人
と
千
萬
里
を
隔
っ
と
雖
ど
も
、同
じ
く
是
れ
天
地
間
の
民
生

に
し
て
、
造
化
の

一
元
氣
な
り
、我
れ
に
四
體
あ
り
、聰
明
あ
り
.彼

れ
固
よ
り
異
樣
の
耳
目
鼻
口
あ
る
に
非
す
、亦
た
皆

な
造
化
の
鑄

陶
を
同
じ
く
す
る
な
り
、
文
章
の
道
は
、
造
化
に
通
す
可
し
、豈
に

異
域
に
傳
ふ

可
か
ら
ざ
ら
ん
や
、苟
も

自
か
ら
我
に

正
し
け
れ

ば
、
何
ぞ
彼
れ
に
正
し
か
ら
ざ
る
を
得

ん
や
.苟
も
自
か
ら
我
に

安
け
れ
ば
、
亦
た
何
ぞ
彼
れ
に
安
か
ら
ざ
る
を
得
ん
や
、
我
が

手

は
我
が
詩
を
作
9
、
我
が
詩
は
我
が
目

に
謀
り
、
我
が
目
は

駿
が

心
に
問
ひ
、
我
が
心
は
我
が
意
に
得
ぱ
、
是
れ

我
れ
自
か
ら
之
を

正
し
て
、
我
れ
自
か
ら
之
を
安
ん
す
る
な
り
、
夫
れ

斯
の
如
く
ん

腰
則
ち

歌
ふ
て
之
を
分
つ
能
は
す
と
雖
も
、
而
も
我
の
作
る
斯
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W

v于
レ彼
、我
手

作
昌我

詩
嚇我

詩

謀
"我

目
唱我

目

問
"我

心
恥

我

心

得
"我

意
n是

我

自

正
v之

而

我

自

安
レ之

也
、夫

如
レ斯

則

雖
v不
v能
昌歌

而

分
7之
、而

我

之

所
v作

與
島彼

之

所
7歌
、隔
邑千

萬

里
而

當
v得
昌其

所
F合

矣
、是

訪

所

F謂
射

者

愼
昌乎

既

彎

臨
v放

之

初
一之

奇

驗

也
、請

思
昌

此

喩
叫

丈

政

庚

辰

季

冬

十

二

日
、春

樵

居

士

寒

希

聲

稿

　
　
　
　
　
○

　
　

黝
"人

論
尠詩

聲

律
嚇

或

問

膚

人

創
昌爲

近

體
嚇蓋

便
昌於

唱

歌
菠

歟
、抑

後

世

被
識

歌
著

殊

少
、詞

曲

題

詠
、悉

爲
麦

士

之

玩

具
嚇然

徇

拘
昌狗

乎

聲

律
粕而

固
亀守

唐

家

之

三

尺
鞠有

γ設
乎

否
、答

云
、五

聲

十

二

律

八

昔

之

韻
、物

之

至

吾

天

籟
、自

鳴

不
v知
越其

然
一而

然

耳
、心

悟

者

隨
γ聲

　
　
　
　

瓧

友
詩
律

諭

は
.彼
の
歌
ふ
所
と
い千
萬
里
を
隔

つ
る
も
.
而
も
當
に
其
の

合
ふ

所
を
得
べ
し
、是
れ
前
に
謂
は
ゆ
る
射
る
者
は
既
に
彎
き
放
つ
に

臨
む
の
初
め
に
愼
む
の
奇
驗
な
り
、請
ふ
此
の
喩
を
思

へ
。

文
政
庚
辰
季
冬
十
二
日
　
　
　
　
　

森
樵
居
士
琴
希
聲
稿

　
　
人
に
對

へ
て
黜討
の
一聲
径
=を
論
・ず

或
ひ
と
問
ふ
、唐
人
の
近
體
を
創
爲
す
る
は
、
蓋
.唱
歌
に
便
な
る

が
故
か
、
抑
,後
齢
、絃
歌
に
被
ら
す

者
殊

に
少
し
.
詞
曲
題
詠
は

悉
く
交
士
の
玩
具
た
り
、
然
れ
ど
も
徇
ほ

聾
律
に
拘

々
と
レ
で
、

唐
家
の
三
尺
を
固
守
す
る
は
、
詮
あ
り
や
否
や
と
、答

へ
て
量
ふ
.

五
聲
十
二
律
八
晋
の
韻
は
、
物
の
至
習
天
籟

に
し
て
、
自
か
ら
鳴

り
て
其
の
然
る
を
知
ら
す
し
て
然
る
の
み
、心
に
悟
る
者
は
聲

に

隨
ひ
て
之
に
協
ふ
、
詩
賦
も
亦
た
爾
り
、
秦
漢
以
前
の
字
は
假
借

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

"
缶



臼

本

詩

話

叢

書

棚
　

而

協
y之
、詩

賦

亦

爾
、泰

漢

以

雨

字

多
昌假

借
門而

昔

七
字

句

、

一
三
五

不

'

レ
論

、
則
有

レ
之

、
二
六

字

不
レ
粘

、

未

レ
有

也

。

　

曼

壽

注

　

　

鱒

反

切

乎

側

皆

懣

用
、而

自

協
蹟乎

聲

律
門自

齊̀

梁

後
、

既

拘

以
"四

聲
「
叉
限

以
"音

韻
h當
昌是

詞

章

改

革

之

機
一也
、逧
"唐

初
嚇王

楊

沈

宍

研
厘練

儷

句
門穩
轟順

聲

勢
嚇

號

爲
"律

詩
嚇是

名
昌近

體
嚇然

繁

縟

拗

澁
、未
v脱
昌陳

隋

之

奮

習
門紳

龍

以

邏
、卓

乎

成
v調
、
一
時

丈

人

靡

然

嚮
v風
、朋

王

世

貞

云
、律

爲
。音

律

法

律
{
天

下

無
昌嚴

v於
レ是
煮

知

虚

實

罕

仄
.不
レ得
驫任
v情

而

度

一明

矣
、此

言

寔

然
、加
v之

自
昌擧

業

之

學

行
n聲

律

盆

嚴
、是

以

失

律

拗

體
、不
v入
昌擧

場
嚇迺

至
翼今

日

奉

以

爲
『
金

科

玉

律
著

、職

是

之

由

焉
、然

而

考
邑之

唐

人

集

中
嚇雖
昌

盛

唐

名

家
闇

有
昌失

律

拗

體
n叉

有
下仄

韻

詩

不
v拘
"

卒

仄
嚇句

中

第

二

六

字

皆

不
↓粘
、可
昌以

觀

一焉
、若
昌杜

少

陵
崩苞

含

抂

洋
、變

化

無
レ窮
、可
γ謂
昌詩

中

之

天

籟
潔

一
六

多
し
、
而
し
て
書
は
反
切
卒
側
、
皆
な
通
用
し
.而
し
て
自
か
ら
聲

律
に
協
ふ
、齊
梁
よ
り
の
後
.
既
に
拘
は
る
に
四
聲
を
以
て
し
、又

た
限
る
に
晋
韻
を

以
て
す
、
當
に
是
れ

詩
章
改
革
の
機
な
る
べ

き
な
り
、唐

の
初
に
逍
ん
で
.
王
・揚
・沈
・宋
は
、儷
句
を
研
練
し
、聲

勢
を
穩
順
に
し
、
號
し
て
律
詩
と
爲
す
、
是
を
近
體
と
名
つ
く
、然

れ
ど
も
繁
縟
拗
澁
に
し
て
、
未
だ
陳
隋
の
舊
習
を
脆
せ
・ず
、
榊
龍

以
還
、卓
乎
と
し
て
調
を
成
し
、
一
時
の
文
人
糜
然
と
し
て
風
に

嚮
ふ
、
明
の
王
世
貞
云
ふ
、
律
は
晋
律
法
律
た
り
、天
下
に
是
よ
り

嚴
な
る
者
な
し
.
知
る
盧
實
甼
仄
は
、情
に
任
せ
て
度
る
を

得
さ

る
は
明
な
り
と
、此
の
言
は
窟
に
然
り
、之
に
加
ふ
る
に
、舞
業
の

學

行
は
れ
し
よ
り
、
聲
律
釜
.嚴
な
り
、是
を
以
て
失
律
拗
體
は
擧

場
に
入
ら
す
、廼
ち
今
日
奉
じ
て
以
て
金
科
玉
律
と
爲
す
に
至
れ

る
は
、
職
と
是
れ
に
之
れ
由
る
.然
り
而
し
て
之
を
唐
人
の
集
中

に
考
ふ
る
に
、盛
唐
の
名
家
と
雖
も
.間
.失
律
拗
體
あ
り
、叉
た
仄

韻
の
詩
に
平
仄
に
拘
は
ら
す
、句
中

の
第
二
六
字
皆
な
粘
せ
ざ
る

あ
り
、以
て
觀
る
可
し
、
祉
少
陵

の
若
き
、苞
含
汪
洋
と
し
て
、變
化

窮
り
無
し
、
詩
中
の
天
籟
と
謂
ふ
べ
し
、
孰
れ
か
聲
律
の
外
に
、別

に

N
唱
三
歎

の
晋
あ
る
を

知
ら
ん
、學
者
は
宜
し
く
聲
律
を
論

す
べ
し
、而
し
て
聲
律
に
拘
泥
せ
ざ
る
も
亦
た
可
な
ら
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

橘
洲
畑
惟
貞
未
定
稿



　

　

　

聲

律

錐

レ可
v不
矗拘

泥
崩
然
自

有
鱒二

定

之
法
在
輔

不
レ
能
二
自

レ
我
作
"
古

也
。

　
曼
壽

注魏

矣
、孰
知
冠
聲

律

之

外
、別

有
晶
一
唱

三
歎

之

音
6也
、學

者

宜
レ論
昌聲

貧

而

不
レ拘
昌泥

聲

律

亦

可

也

乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘

洲

畑

惟

貞

未

定

稿

　
　
　
　
　

O

　

或

問
v於

予

日
、唐

時

詩

播
亀之

聲

樂

肉故

拘
昌拘

聲

　

律
鞠今

不
v播
酋之

聲

樂
嚇則

宜
v不
昌如
v是

拘

拘
"而

獪

　

拘

拘

如
v是

者

何

爲

耶
、因

論
臨詩

聲

律

艷以

與
レ之
。

凡

聲

音

之

起
"由
昌人

心

之

威
ツ於
v物

生
、期

詩

與
レ樂
、

皆

一
本

昌於

天
門而

律

者

雖
v出

驫乎

人

制
一亦

受
認天

礁
汐

者

也
、故

日
、詩

言
v志

歌

永
レ言
、聲

依
v永
、律

和
v聲
、是

有

鵠詩

歌

ハ必

有
昌聲

律
肉也
、論

詩

歌

出
昌于

性

情

嚇性

情

出
昌乎

天

發

而

成
膨聲
、聾

不
v可
v無
v節

、節
v之

必

以
γ律

也
、陳
v之

則

詞

章
、歌
レ之

則

聲

律
、非
v有
v二

也
、夫

人

在
5兩

間
h取
協天

之

日

月

星

辰

風

雷

雨

雹

、地

之

江

　
　
　
　
　

枇

友

詩

律

論

　
　
　
　

0

　
或
ひ
と
予
に
問
ふ
て
曰
く
、唐
時
の
詩
、
之
を
聲
樂

に
播
く
、故

　
に
聲
律
に
拘
々
た
り
、
今
は
之
を

聲
樂
に
播
か
す
、
則
ち
宜
し

　
く
是
の
如
く
拘

々
た
ら
ざ
る
べ
し
、而
も
獪
ほ
淘
々
た
る
こ
と

　
是

の
如
き
者
は
何
ん
そ
や
と
、因
て
詩

の
聲
律
を
論
じ
以
て
之

　
に
與
ふ
。

凡
そ
聲
音
の
起
る
は
、人
心
の
物
に
感
す
る
に
由
り
て
生
す

と
、則

ち
詩
と
樂
と
独
皆
な

一
に
天
に
本
つ
く
、而
し
て
律

は
入
制
に
出

.ハノ
と
難
庵
、
亦
た
天
籟
を
受
く
る
者
な
り
、
故
に
曰
く
、詩

は
志
を

臼
ぴ
、
歌
は
言
〃
.永
う
す
、聲

は
永
き

に
依
り
、律
は
聲
を
和
す
と
、

是
れ
詩
歌
あ
れ
ば
必
す
聲
律
あ
る
な
り
、而
し
て
詩
歌
は
性
情

に

出
で
、
性
情
は
天
に
出
で
、發
し
て
聲

を
成
す
、聲
は
節
な
か
る
可

か
ら
す
、
之
を
節
す
る
に
は
必
す
律

を

以
て
す
る
な
り
、
之
を
陳

れ
ば

則
ち
詩
章
、之
を
歌

へ
ば
則
ち
聲
律
、二
あ
る
に
非
ざ
る
な

り
、
夫
れ
人
は
兩
間
に
在
り
、
天
の
日
月
星
辰
風
雷
雨
雹
、地
の
江

河
林
壑
草
木
蟲
魚
を
取
り
、性
情
を
以
て
丈
詞
を
鎔
鑄
し
、
乃
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
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臼
本
詩

話

叢
書

河

林

壑

草

木

蟲

魚
以

自性

情

「鎔
"鑄

文

詞
↓乃

有
"文

有

v聲
、故

日
λ

代

7之

也
、今

獪
F古

也
、我

獪
v彼

也
、始

無
v異

也
、若

使
鴨我

不
τ解
昌音

律

「則

必

不
レ能
v爲
爲音

樂
「

我

之

於
"音

樂
一共

至

者
、紳

入

戚

格
、鳥

獸

率

舞
、既

解
昌音

律

'矣
、豊

有
"不
v解
昌詩

律

輯之

理
亀哉
、而

其

至

之

難
、則

職

由
臨講

學

之

不
暇深

焉

爾
。

今

之

所
v謂

聲

律

、而

不
㌃與
昌古

之

所
v謂

聲

律

者

一同
墨

矣
、今

之

所
レ謂

聲

律

者
、多

謂
・唐

之

詩

律

一也
.謂
"之

詩

律

"則

可
、謂
昌之

聲

律

格

律

格

調
幽者
、皆

泛

也
、豈

有
㍗無
昌聲

律

格

調
一之

詩

歌
上也
、禰

唐

而

下

研
レ謂

聾

律

者
、音

律

法

律

迭

而

言
v之
、而

有
v物

有
v則

、天

工

人

作
、始

非
v有
v二

也
、入

豈

以
昌天

地

間

所
v無

者
門別

制
昌出

一
機

軸

嫡者

哉
、故

以
昌聾

律

一爲
鵠唐

之

制

作
噌則

不

可

翅
.
天

之

制

也
、豈

有
下唐

一
代

之

制
、而

後

世

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

、
八

文
あ
り
聲
あ
り
、
故
に
人
之
に
代
は
る
と
日
ふ
な
り
、
今
は
獪
ほ

古
の
ご
と
き
な
り
、
我

践
は
獪
ぼ

彼
の
ご
と
き
な
り
、
始
め
よ
り

異
な
る
な
き
な
り
、
若
し
我
を
し
て

音
律
を

解
せ
ざ
ら
し
め
ぱ
、

則
ち
必
す
音
槃
を
爲
る
能
は
す
、
醗
れ
の
晋
樂
に
於
け
る
、
其
の

至
れ
る
者
は
紳
入
感
格
廴
、
鳥
獸
率
舞
す
、
既
に
音
律
を
解
せ
り
、

豈
に
詩
律
を
解
せ
ざ
る
の
理
有
ら
ん
や
、励
し
て
其
の
至
る
の
難

き
は
、則
ち
職
と
し
て
講
學

の
深
か
ら
ざ
る
に
由
る
の
み
。

今
の
謂
は
ゆ
る
聲
律
は
古
の
謂
は
ゆ
る
聲
律
な
る
者
と
同
じ
か

ら
ず
、
今
六
謂
は
ゆ
る
聲
律
は
多
く

は
唐
の
聲
律
を

謂
ふ
な
り
、

之
を
詩
律
と
謂
ふ
は
則
ち
可
な
り
、
之
を
聲
律

格
律
・格
調
と

謂

ふ
も
の
は
皆
な
泛
な
り
、豈

に
聲
律
格
調
な
き
の
詩
歌
あ
ら
ん

や
、面
し
て
唐
よ
り
而
下
の
謂
ゆ
る

鑿
律

は
、
音

律
法
律
迭
に
し

て
之
を
冒
ふ
、而
し
て
物
あ
れ
ば
則

あ
り
、
天
工
入
作
、
始
め
よ
り

二
あ
る
に

非
ざ
る
な
り
、
入
豈
に
天
地
聞
に

無
き
所
の
者
を
坦

て
、
別
に

一
機
軸
を
制
丗
す
る
者
な

ら
ん
や
、
故
に
聲
律
を

以
て

唐
の
制
作
と
爲
さ
ば
則
ち
不
可
な
り
、
天
の
制
な
り
、豈
、唐

冖
代

の
制
に
し
て
.
後
世
甕

一
し
て
之
を

率
じ
、
敢
て
變
革
す
る
莫
き

者
あ
ら
ん
や
、
物
に
は
漸
に
し
て
至
り
、
定
り
て
易
ふ
可
か
ら
ざ



霧蛆

畫
=

奉
レ之

莫
昌敢

變

革

一者
出哉
、物

有

昌漸

而

至
、定

而

不
γ可
v易

者
嚇禮

樂

之

至
レ周

而

後

備
、豈

一
聖

而

不

ド足
哉
、蓋

有
γ漸

也
、履
レ霜

堅

冰

至
、天

之

漸

也

、春

而

花
、夏

而

榮

、秋

而

實
、至
v實

而

定

也
、交

字

之

有
』
呉

草

助而

不
v可
γ易

也
、非
γ不
v可
ゲ易

也
.可
v不
v易

也
、然

篆

籀

不
v驟

而

至
"眞

行
一也

漸

也
、詩

之

至
v唐

而

定

可

v不
γ易

也
、然

三

百

篇

不
v驟

而

至
レ唐

也

漸

也
、余

故

謂

唐

之

詩

律

非

レ肪

昌于

唐

也

.六

朝

也
.雰
5六

朝

也

、

漢

魏

也
、非
8漢

魏

一也
、秦

周

也
、非

秦̀

周

漢

魏

六

朝
嚇

亦

非

昌唐

之

力
一也

、天

也
.然

則

不
ヨ必

謂
驫之

詩

律
而

謂
"之

聲

律
門亦

不
v爲
v誣

也
.非
v有
vご

也
、
一
也
。

古

之

所
ゾ謂

聲
二
律
、不
下興

昌今

之

所
γ謂

聲

律

一周
嘉矣
、如
下

高

臺

多
昌悲

風
嚇朝

日

照
昌北

埜

明

月

照
昌積

雪

門瓲

塘

生
.春

草
畠竝

古

之

斯
y謂

巧

妙

者

也
、不
畿胆

古

有

"之
、

　

　

　

　

鮭

友

詩

律

翁

る

者
あ

b
-、
禮

樂

の
周

に

至

り

て
後

ち

備

は

る

は
b
豈

に

}
聖

に

し

て
足

ら

ざ

ら

ん

や
、
蓋

、
漸

あ

る

な
り

、霜

を
履

ん

で
堅

冰

至

る

は
天

の
漸

な

り

、
春

に

し

て
花

さ
き

、
夏

に

し

て
榮

え
、秋

に
し

て

實

る

は
、
實

に
至

り

て

定
れ

る
な

り
、
文

字

の

貫

草

あ
り

て
易

ふ

可

か
ら

ざ

る

や
、
易

ふ

可
か

ら

ざ

る

に

非

ざ

る

な

り
.
易

へ
ざ

る

可

き

な
り

、然

れ

ど
も

篆

籀

は
驟

せ
す

し

て
眞

行

に
至

る
は

漸

.依

り

.
詩

の
唐

に

至
り

て
定

る
は
、
易

へ
ざ

る

べ
き

な
り

、然

れ

ど

も

三

百
篇

は
騾

せ
す

し

て
唐

に
至

る

は
、
漸

な

り
.
余

故

に
謂

ふ
、唐

　

　

　

　

　

ぱ
じ
ま

の
詩

律

は
唐

に
肪

る

に
非

ざ

る
な

り
、
六
朝

な

り
、
六

鷯

に

非

ざ

る

な

り
漢

魏

な
り
、
漢
魏

に
非

ざ

る

な
り

、
秦

周
な

り

、秦

慮
渾

魏

六

朝

に

非

ざ

る
な

り

、
亦

た
唐

の
力

に
非

ざ

る

な

わ
、
天

な
り
、然

ら

げ
則

ち
必

す

し

も
之

を

詩

律

と
謂

は
す

、翫

し

て
之

を

聲

律

と

謂

ふ
も

亦

た

認

と
爲

さ
ざ

る
な

り

、
二

あ

る

に
あ

ら

ざ

る
な

P

一
な

卸
。

古

の
謂

ゆ

る
彈

律

は

今

の
謂

は

ゆ

る
聲

律

と
同

じ

か

ら

す
「高

薹

.

悲

風

多

し
、」
「　

日
、
北

林

を

照

ら
す

、㌧
明
月

.積

霖

を

照
ら

す
」.地

塘

、春
草

を

生

す
」
の
如

き
、
竝

に
古

の
謂

は

ゆ

る
高

妙

な

・
者

な

り
、但

.
ぬ

に
之

薯
有

る

の
み

な

ら
す

.唐

律

の
嚴

を

以

て
し

て

「草

木　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
九



蜘8

　
　
　
　
　

疑

本

詩

話

叢

書

以
齢唐

律

之

嚴
而

有

v如
γ草

木

歳

月

暮
、關

河

霜

雪

清
、海

上

碧

雲

断
、單

于

秋

色

來
、及

黄

鶴

一
玄

不
畠

復

返
嚇白

雲

千

歳

塞

悠

悠

之

類

=變

調

…變

絡

不
レ蓬
昌

枚

舉
一或

一
代

宗

匠
,或

當

場

傑

作
、共

不
〃叮
事以
昌今

之

聲

律

'律

上也
、両

苛

刻

邏

家
、猶

采
v之
、故

知

戯古

之

所
γ謂

聲

律

者
門而

後

始

可
鹸輿

言
5聾

律

h也
。

今

或

去
7近

體

之

作
、拘
昌拘

聾

律

騨若
レ此

者
ハ以

播

"之

聲

樂

聊也
、若

不
『可
レ播
昌之

聲

樂

一者
、非
レ詩

也
、或

云
、我

曾

遊
菖長

崎

嚇以
矗所
レ作

詩

,質
昌諸

清

人
内間
静可
v歌

乎
嚇乃

日
、可
レ歌

矣

、吾

詩

是

經
昌清

人

咀

嚼
囀者
、如

纏吾

詩

脚者

眞

詩

也
、此

竝

可
v笑
、既

擬
昌諸

聲

律
嚇以

爲
v詞

以

爲

レ詩
、而
可
ソ觀

可
y聽

可
v誦

者

、則

孰

不
v可
y播

昌之

聲

樂

輛

乎
、但

其

音

響

節

族

流

離

逋

暢

者

便
レ於
v歌
、而

排

簒

詰

屈

者
、不
γ便
島於

歌

齢耳
、如
鵬三

百

篇

砺

下

樂

府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

歳
月
暮
れ
㌦
關
河
霜
霙
清
し
㌦
海
上

に
碧
雲
斷
え
丶
單
于
秋
色
來

る
、し及
び
、「黄
鶴

一
た
び
去
参
て
復
た
返
ら
す
.白
雲
干
歳
室
し
く

慇

々
」の
類

の
如
き
あ
参
、變
調
・變
格
ぱ
枚
擧
に
遑
あ
ら
す
、或
は

一
代
の
宗
匠
、
或
は
常
場

の
傑
作
な
り
、
共
に
今
の
聲
律
を
以
て

律
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
而
し
て
苛
刻

の
選
家
も
獪
ほ
之
を

采

る
、故

に
古
の
謂
は
ゆ
る
聲
律
な
る
者
を
知
り
て
、
而
し
て
後
に

始
め
て
與
に
聲
律
を
言
ふ
可
き
な
り
。

今
或
は
近
體

の
作
、
聲
律
に
拘

々
た
る

此
の

如
き
者
を
去
り
て
.

以
て
之
を
聲
樂
に
播
く
、若
し
之
を
鑿
樂
に
播
く
可
か
ら
す
ん
ば

詩
に
非
ざ
る
な
り
、或
ぴ
と
云
ふ
、
我
れ
曾
て
長
崎
に
遊
び
、作
る

所
の
詩
を
以
て
諸
を
清
人
に
質
し
、
歌
ふ
可
き
や
と
問
ふ
、
乃
ち

曰
く
歌
ふ
可
し
と
、吾
が
詩
は
是
れ
清

人
の
咀
嚼
を
經
た
る
者
な

り
、
吾
が
詩

の
如
き
は
眞
詩
な
り
と
、
此
れ
竝
に
笑
ふ
可
し
、既
に

諸
を
聲
律
に
擬
し
て
、
以
て
詞
と
爲
し
、
以
て
詩
と
爲
す
、而
し
て

觀
る
可
く
聽
ぐ
可
く
誦
す
べ
き
者
な
ら
ば
、則
ち
孰
れ
か
之
を
聲

樂

に
播
く
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
、但
.其

の
晋
響
節
族
、
流
離
通
暢
の

者
は
歌
ふ
に

便
な
り
、
而
し
て
株
募
詰
屈
の
者
は
歌
ふ
に
便
な

ら
ざ
る
の
み
、
…一.百
篇
よ
り

而
下
樂
府
諸
篇
の
如
き
、
今
羽
之
を



8

不

レ哽

二
於

爵

、　
鴇

レF

可可
一　
　

4ヲ

軽芍

恋
凹
ド

レ
み
　
{

∠

仄

不
レ
諧

、

格

稗

乖

謬

、

則

病

矣

、

　

曼

壽

注螂

諸

篇
門今

日

誦
y之
、而

覺
邑其

邏

快
嚇彼

謂

杜

韓

排

寡
、

不
ゲ便
γ播

昌筅

絃
嚇我

誦
V之
、亦

覺
島其

排

簒
「則

我

之

便

者
、●即

彼

之

爲
"便

者
、彼

之

爲
v澁

者

、帥

我

亦

澁

者

、

固

非

昌待
v彼

而

後

知
γ之

者

"也
、今

學
v詩

者

要

使
7吟

哦

之

際
、不
昌底

滯

'不
即粘

著
亠者

爲
γ近
v之
、然

不
v便
レ於

ド歌
、亦

既

無
レ害
邑於

家

數

嚇則

不
v便
昌於

歌
h固

非
v駈
v爲

病

也
。

夫

律

者

有
二

定

之

法
門而

未
置始

有

島
一
定

之

法

噛也
。

律

者

有
"
一
定

之

法
門而

聆
v之

者

未
レ得
二

定

之

法

一

・也
、聆
〉之

難

也
、昔

晉

鋳
レ鐘
、衆

師

皆

以

爲
y協
、獨

壙

也

以

爲
v不
ソ協
、而

待
目知

音

於

後

世
嚇詞

入

亦

然
、故

學

者

未
v知
a音

律
一也
、求
萋

聆
一也
、夫

瓦

釜

金

玉

誰

不
v
辨
レ
之
、
至
昌
其

鐘

鼓

鏗

鉱

宮

商

相

證
{
則

調

不

調
、必

有
昌善

辨

者
一矣
、學

者

亦

棄

"其

叩
レ缶

搏
℃髀
、而

　
　
　
　
　

瓧

友

詩

律

論

誦
し
て
其
の
通
快
を
覺
ゆ
、彼
れ
謂

ふ
杜
韓
の

槨
募
は
、莞
絃

に

播
く
に
便
な
ら
す
、我
れ
之
を
誦
す
る
も
亦
た
其
の
排
募
を
覺
ゆ

と
、
則
ち
我
の
便
と
す
る
者
は
、
帥
ち
彼

の
便
と
爲
す
者
に
し
て

彼

の
澁
と
爲
す
者
は
.
翻
ち
我
も
亦
た
澁
と
す
る

者
な
り
、
固
よ

り
彼
を
待
つ
て
而
る
後
に
之
を
知

る
者
に

非
ざ
る
な
り
、
今
.
詩

を
學
ぶ
者
は
、
要
は
吟
哦

の
際
に
、
底
滯
せ
す
、粘
著
せ
ざ
ら
し
む

る
者
は
.
之
に
近
し
と
爲
す
、
然
れ
ど
も
歌
ふ
に
便
な
ら
ざ
る
も
、

亦
た
既
に
家
數
に
害
な
し
、
則
ち
歌

ふ
に

便
な
ら
ざ
る
は

測
よ

ウ
、病
と
爲
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。

夫
れ
律
は

一
定
の
法
あ
り
、而
し
て
未
だ
始
め
よ
少

一
定
の
法
あ

ら
ざ
る
な
り
、律
は

一
定
の
法
あ
り
、
而
し
て
之
を
聆
く
者
は
未

だ

一
定
の
法
を
得
ざ
る
な
り
、
之
を
聆
く
は
難
し
、
昔
.晉
に
鐘
を

鑄
る
、衆
師
、皆
な
以
て
協

へ
り
と
爲
す
、獨
、曠

は
以
て
協
は
す
と

爲
し
、而
し
て
知
音
を
後
世
に
待
て
り
、詞
人
も
亦
然
り
、
故
に
學

者
は
未
だ
音
律
を
.知
ら
す
し
て
、善
く

聆
く
を
求
む
る
な
り
、
夫

れ
瓦
釜
金
玉
は
誰
か
之
を
辨
ぜ
ざ
ら
ん
、其
の
鐘
鼓
鏗
鉱
宮
商
相

ひ
證
す
る
に
至
り
て
は
、
即
ち
調
、
不
調
必
ず
善
く
辨
す
る

者
あ

ら
ん
、學
者
も
亦
た
共
の
缶

を
叩
き
髀
を
搏

つ
を
棄
て
、
而
し
て

鳴
球
を
戞
撃
す
る
者
な
り
、
又
た
篁

中
の
風
の
如
く
、
松
上
の
雨

"コ



日

本

詩

話

叢

書

磁
　

戞
昌撃

鳴

球

[者

也
、又

有
鷲卯

蠶

中

風
嚇如
.松

上

雨
嚇如
'

　
　

洞

申

滴
い有
ヨ策

策

如
昌霜

林
門有
冤硫

硫

如
昌江

濤

嚇有
v若
驫

8

霹

靂
嚇有
v若

亀飃

颱
嚇有
ゲ若
5鬼

之

鵠
黙
有
レ若
"蟲

之

鳴
嚇雖

v有
昌洪
繊

徐

疾

之

不
甥側
、亦

皆

天

然

之

音

'也
、固

與
昌

琵

缶

髀

壅

不
v同
、故

詩

貴

写從
昌天

籟

一來

者
勉

。

油

然

而

生

、勃

然

而

起

、如
瓢頻

之

風
"如
昌雲

之

舒
嚇如
昌

花

之

綻
崩如
晶鱗

之

躍
州倶

詩

之

薗

然

也
、既

謂
"之

肖

然

一矣
、則

不
レ可
昌學

以

致
7之

歟
、夫

臨
レ淵

羨
v魚
、或

心

在
昌蜚

鴻
.豈

無
昌芳

餌

微

緻

之

可
窄致
v此

耶
、鐘

鑞

不

γ調
、改
而

鑄
レ之
、詩

思

不
γ靈
、苦

而

獲
v之
、初

必

規

墓

蠖

矩
、久

而

造
γ之
、故

日
v入
昌虎

穴
h日
v苦

日
レ痩
、讐

獪

γ制
昼樂
器
「制
v之

者

人

也
、所
v受

者

天

籟

也
、其

初

制

・之
也
、矯

樔

片

械
、剽

刻

度

擬

。比
γ律

協
レ呂
、吹
γ之

鼓

"之
、十

二

畢

具
、黄

鐘

爲
レ主
、然

後

天

籟

初

來
、及
唱其

ニ
ニ

の
如
く
、
洞
中
の
滴
の
如
き
あ
り
、
策

々
と
し
て

霜
林
の
如
謹
あ

り
、
碓

々
と
し
て
江
濤
の
如
き
あ
り
、霹
靂

の
若
き
あ
り
、飃
颱

の

若
き
あ
り
、鬼
の
嘯
く
が
若
き
あ
り
、
蟲
の
鳴
く
が
若
き
あ
n
、洪

繊
徐
疾
の
同

じ
か
ら
ざ
る
有
り
と
雖
も
、
亦
夜
皆
な

天
然
の
昔

な
り
、
固
よ
り
瓦
缶
髀
馨

と
同
じ
か
ら
す
、
故
に
詩
は

天
籟
よ
り

來
る
者
を
貴
ぶ
な
り
。

油
然
と
し
て
生
じ
、勃
然
と
し
て
起
り
、
蘋
の
風
ふ
く
が
如
き
、雲

の
舒
ぶ
る
が
如
き
、
花
の
綻

ぶ
が
如
き
、
鱗
の
躍
る

か
如
き
、倶

に

詩
の
目
然
な
り
、
既
に
之
を
臼
然

と
謂
ふ
、
則
ち
學
ん
で
以
て
之

を
致
す
可
か
ら
ざ
る
か
、
夫
れ
淵

に
臨
ん
で
魚
を
羨
み
、
或
は
心

蜚
鴻
に
在
り
、
豈
に
芳
餌
微
檄
の
此
を

致
ず
べ
き

無
が
ら
ん
や
、

鐘
錆
の
調
は
ざ
る
は
、
改
め
て
之

を
鑄
ろ
、
詩
思
の
靈
な
ら
ざ
る

は
、
苦
ん
で
之
を
獲
る
.
初
は
必
す
規
墓
獲
矩
、久
し
く
し
て
之
を

、
遘
る
.故
に
、虎
穴
に
入
る
と
日
ひ
、苦
と
口
ぴ
、痩
と
日
ふ
、譬

へ
ば

獪
ぼ
樂
器
を
制
す
る
が
ご
と
し
.
之
を
制
す
る
者
は

入
な
め
、受

く
る
所
の
者
は
天
籟
な
り
、
共

の
初
め
之
を

制
す
る
や
、
矯
概
片

械
、剿
刻

皮
擬
、律

に
比
べ
呂

に
協

へ
、之
を
吹
き
之
を
鼓
し
、十
二

畢
・く
具
は
り
、
黄
鐘
を
主
ふ
爲
す

然
る
後
に
天
籟
初
め
て
來
る
.

其

の
來
る
に
及
ん
で
や
、
自
然
な
り
、然
れ
ど
も

嶽
に
45
且
歯
莽



獨
～

來

一也

薗

然

也
、然

豈

苟

且

鹵

莽

而

獲
v之

者

也

哉
。」

・夫

詭
日
{豕

甲小
V得
V魂膿
昌山ハ
議
臼門鴕吋
薮八
甲小
y可
γ虹
…昌格

譌
門但

好

談
轟書

法
{瘠

講

昌格

調
門論

者
、以

爲

遠
昌乎

韻

一矣

.今

人

不
v察
瓢好

談

好

講

之

言
嚇徒

以
昌不
v談

不
7講

爲
v高

者

誤

矣

、學

者

必

知
昌格

調

之

不
"可
v不
v拘
、砺

後

可
v知
超

格

調

之

不
昌必

駒

矣

.夫

忘
"韻

詩

之

適

也
、則

叉

宜

「
知
・忘
・格

調
n詩

之

適

也
ハ庖

人

以
・五

味

一爲
・勺

藥
肉不

レ患
昌五
味

之

難

和
、唯

以
v不
昌得

人

口

之

適

爲

v患
、欲
虱

五

味

相

得

面

不

和

乖

也
、舍
唱五

味

而

別

有
v味

哉
、

聲

律

者

詩

之

五

味

也
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海

屋

生

貫

名

苞

識

　

　
　
　
　

○

　

　
　
對
麗人

問
昌詩

律
一

或

問

日
、律

詩

胎

於

陳

梁
嚇而

成
"於

沈

宋
一所
v謂

調
脇

　

　
　
　
　

継

友

詩

律

論

に
し
て
之
を
獲
る
者
な
ら
ん
や
。

夫
れ
書
家
は
六
書
を
廢
す
る
を
得
す
、詩
入
は
格
調
な
か
る
可
か

ら
す
、但
.好

ん

で

書
法
を
談
じ
、好
ん
で
、格
調
㍗
講
す

ぼ

.誘

者
以
爲

へ
ら
く
韻
に
遠
し
と
、
今
人
、
好
談
好
講
の
言
を
察
せ
す
、

徒
ら
に
談
ぜ
す
講
ぜ
ざ
る
を
以
て
高
し
と
爲
す
は
誤
肌
ゆ
、學
膏

必
す
格
調
の
拘
は
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
を
知
妙
、而
る
後
に
格
調

の
必
ら
す
し
も
拘
は
ら
ざ
る
を
知
る
可
し
、夫
れ
韻
を
忘
る
』
は

詩

の
適
な
り
、則
ち
叉
た
宜
し
く
格
調
を
忘
る
ゝ
は
詩
の
適
な
る

を
知
る
べ
し
、
庖
人
は
五
味
を
以
て
勺
.藥
と
爲
ー
、
五
味
の
和
し

難
き
を
患

へ
す
、
唯
だ
人
ロ
に
之

れ
適
す
る
を

得
ざ
る
を
以

て

患
と
爲
す
、
五
味
相

ひ
得
て
相
ひ
乖
か
ざ
ら
ん
と

を

欲
す
る
な

り
.五
味
を
捨
て
ゝ
別
に
昧
あ
ら
ん
や
、聲
律
渡
詩
の
五
味
な
り
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
屋
生
貫
名
苞
識
す

　
　
　
　

○

　
　
入
の
詩
律
を
閲
ふ
に
對
ふ

或
ひ
と
問
ふ
て
曰
く
、
律
詩
は
陳

梁
に
胎
し
、
而
し
て
沈
宋
に
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

二
三



蜘8

日

本

詩

話

叢

書

昔

律

願嚴
"謁

偶
『蓋

以

箕

唱

歌

勵也
、爾

後

詩

餘

歌

曲
、

盛

行
〆於
F世
、無
ア復

唱
餌歌

律

詩

一者
畠則

律

詩

廢

而

可

也
、然

唐

宋

以
「來

至
昌於

今

世
門詩

入

邂
"守

沈

宋

之

體
嚇奉

如
昌律

令
明其

故

以
v何

也
、對

日
、詩

餘

歌

曲

行

而

律

詩

可
γ廢
、異
篇乎

余

所
蘭

也
、夫

律

詩

與
己詩

餘

歌

曲
嚇同
v組

而

異
v宗

者

也
、所
レ謂

竝

行

而

不
昌相

悖
晒

者

・也
、律

詩

徒

詩

之

近

體

・也
、詩

餘

歌

曲
、近

體

之

樂

府

也
、若

溯
昌其

源
嚇則

樂

府

亦

徒

詩

耳
、詩

之

外

豈

別

有
"樂

府
鞠書

日
、詩

言
y志
、歌

永
ド言
、聲

依
レ永
、律

和
v聲

、珊

有
膨詩

而

後

有
v樂

也
、非
昌離
γ詩

有
"樂

也
、此

所
γ謂

同

祗

者

也
、故

詩

皆

可
嘱唱

歌
一也
、不
γ可
"唱

歌
一

者
、非
γ詩

也
、獨

有
賢被
◎之

管

絃

一而

可

者
い有
ポ不
v可

岩
ハ

可

者

爲
昌樂

府
一不
γ可

者

爲
縄徒

詩
嚇此

徒

詩

樂

府

之

所
γ以
γ分

也
、所
γ謂

異
7宗

者

也

、以

露三

百

篇

印言
γ之
、風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四

る
、
謂
は
ゆ
る
晋
律
を
調
し
、
對
偶
を
叢
に
す
、蓋
以
て
唱
歌
に
宜

し
く
す
る
な
り
、
爾
後
、詩
餘
歌
曲
、盛
ん
に
世
に
行
は
れ
、復
た
律

詩
を
唱
歌
す
る
者
無
し
、
則
ち
律
詩
廢
し
て

可
な
り
、
然
れ
ど
も

唐
宋
以
來
よ
り

今
世
に
至
る
ま
で
、詩

入
は
沈
宋

の
髓
を
運
守

し
、
奉
す
る
こ
と
律
令
の
如
し
、
其
の
故
は
何
を
以
て
そ
や
と
.霧

へ
て
曰
く
、
詩
餘
.歌
曲

打
は
れ
て
律
詩
廢
す
べ
し
と
は
、
余
の
聞

く
所
に
異
な
れ
り
、
夫
れ
律
詩
は
詩
餘
。歌
曲
と
、
租
を
同
じ
く
し

て
宗
を
異
に
す
る
者
な
り
.謂
は
ゆ
る
竝
ぴ
行
は
れ
て
相
ひ
悖

ら

ざ
る
者
な
の
、
律
詩
は
、徒
詩
の
近
體

な
b
・、詩
餘
・歌
曲
は
近
體
の

樂
府
な
り
、
若
し
其
の
源
に
溯
れ
ば
、則
ち
樂
府
も
亦
徒
詩
の
み
、

詩

の
外
に
豈
に
別
に
樂
府
あ
ら
ん
や
、
書
に
曰
く
、
詩
は
志
を
言

ひ
、
歌
は
言
を
永
く
し
、聲
は
永
き
に
依
り
、律
は
聲
を
和
す
と
、則

ち
詩
あ
り
て
而
し
て
後
に
樂
あ
る
な
り
、詩
を
離
れ
て
樂
あ
る
に

非
る
な
り
、
此
謂
は
ゆ
る
祗
を
同
う
す
る
者
な
り
、
故
に
詩
は
皆

な
唱
歌
す
べ
き
な
り
、唱
歌
す
可
か

ら
ざ
る
者
は
詩
に
非
ざ
る
な

り
、
獨
り
之
を
管
絃
に
被
ら
し
て
可
な
る
者
あ
り
、
可
な
ら
ざ
る

者
あ
り
、
可
な
る
者
は
樂
府
と
爲
り
、
可
な
ら
ざ
る
者
は
徒
詩
と

爲
る
、
此
れ
徒
詩
と
樂
府
と
の
分
る

ゝ
所
以
な
り
、
謂
は
ゆ
る
宗

を
異
に
す
る
者
な
り
、
三
百
篇
を
以
て
、
之
を
言
は
ん
に
、風
雅
の

正
な
る
者
は
、
皆
之
を
管
絃
に
被
ら
す
可
し
、
而
し
て
其
の
變
す



9

雅

之

正

者
、皆

可
v被
昌之

管

絃
『而

其

變

者

皆

徒

詩

也
、但

雖
髭
ハ
被
鵲於

管

絃
陶者
昌亦

可
昌以

徒

唱

歌
晒此

所

γ謂
竝

行

而

不
"相

悖

一者

也
、至
"於

漢
、則

詩

皆

徒

詩
、

而

樂

府

則

特

製

焉
、其

別

勃

然

不
γ待
昌明

辨
曲其

後

、二

者

遞
γ世

變

邏
、詩

爲
レ律
、樂

府
爲
鶴詩

餘

爲
昌歌

典

律

詩

之

盛

行
、獪
昌詩

餘

歌

曲

之

盛

行
曲不
〃足
び怪

也
、

雖
γ然

徒

詩

之

變

也
、其

變

有
v漸
、次

第

可
v考
、樂

府

則

散

亡

殊

甚

、詩

餘

之

作
、自
昌李

自

始

、其

鱧

若
'與
"

樂

府

黜不
'相

關
い而

其

字

數

句

調
、可
雫與
"律

之

絶

句

"

相

逋
轟者
、亦

偶

有
乏

、若
5清

甼

調

之

類

是

也
、此

獪
.

古

詩

之

被
昌於

管

絃

一者
、亦

可
'以

徒

唱

歌
亀也
、所
γ謂

竝

行

而

不
昌相

悖
"者

也
、吾

子

所
F謂

詩

餘

歌

曲

行

　
　

而

律

詩

可
v廢

者
、以
昌詩

餘
一爲
昌律

詩

之

變
庖

、未
γ考
昌

蝣
　

源

流

之

別
晒也
、明
徐

師

曾

日
、歌

行

有
・有
レ聾

有
γ詞

瓩

友

詩

律

論

る
者
は
皆
な
徒
詩
な
り
、但
・其
の
管
絃

に
被
ら
す
者
と
雖
も
昏
亦

た
以
て
徒
に
唱
歌
ず
べ
し
、此
れ
謂

は
ゆ
る
竝
び
行
は
れ
て
相
ひ

悖
ら
ざ
る
者
な
り
、漢

に
至
n
て
は
、則
ち
詩
は
皆
・な
徒
詩
に
し

て
、樂
府
は
則
ち
特

に
製
す
、
其
の
別
は
判
然
と
し
て

明
辨
を
待

た
・ず
、其
の
後
に
二
者
は
世
を
遞
し
て

變
遷
し
、詩
は
律
と
爲
り
.

樂
府

は
詩
餘
と
爲
り
、歌
曲
と
爲
る
、律
詩

の
盛
ん
に
行
は
る
Σ

は
、獪
ほ
詩
餘
・歌
曲
の
盛
ん
に
行
は
る
ゝ
が
ご
と
し
、
怪
む
に
足

ら
ざ
る
な
り
、
然
り
と
雖
も
徒
詩

の
變
な
り
、
其

の
變
漸
あ
か
て

次
第
考

ふ
可
し
、
樂
府
は
則
ち
散
亡
殊

に
甚

だ

し
、
詩
餘
の
作

は
、李
白
よ
り
始
り
、
其
の
體
は
樂
府

と
相
ひ
關
せ
ざ
る
が
若
し
。

而
し

て
其
字

數
句
調
は
、律

の
絶
句
と
相
ひ
通
す
可
き
者
は
、亦

た
偶

之
れ
あ
り
、
清
甼
調
の
類
の
若

き
是
な
り
、
此
れ
獪
應
古
詩

の
管
絃
に
被
ら

す
者
.
亦
た
以
て

徒

に
唱
歌
す
べ
き
が
ご
と
き

黙
静
.謂
は
ゆ
ろ
竝
び
行
は
れ
て
相

ひ
悖
ら
ざ
る
者
な
り
.吾
子
の

謂
は
ゆ
る
詩
餘
猷
曲
行
は
れ
て
律
詩
廢
す
可
し
と
は
、詩
餘
を
以

て
律
詩
の
變
と
爲
す
な
り
、
未
だ
源
流
の
別
を
考

へ
ざ
る
な
り
、

明
の
徐
師
曾
曰
く
、歌

行
に
聲
有
り
詞
有
る
者
あ
り
、樂
府
、是
れ

な
り
、
詞
有
り
て
聲
無
き
者
は
、
後
入

の
作
る
所
の
諸
歌
是
れ
な

り
謂
、は
ゆ
る
聲
あ
る
者
は
之
を
管
絃
に
被
ら
す
可
し
と
、此
に
由

り
て
之
を
覗
れ
ば
獨
り
律
詩
の
徒
詩
た
る
の
み
な
ら
ナ
、歌
行
と

二
五



日

本

詩

話

震

霤

蜘
　

者
朔樂

府

是

也
、有
v詞

無
v聲

者
.後

人

所
γ作

諸

歌

是

B

・
・

也

、所

γ謂

有

レ盤

者

、
可

レ被

。之

管

絃

舳也

、由

レ
此

覗

レ之

、不

5

獨

律

詩

爲
ガ徒

詩
{雌
出歌

行
一亦

有
γ不
財可
v被

昌於

管

絃

嚇

此

古

今

之

變

也
、故

律

詩

謂
嵩之

詩
崩詩

餘

歌

曲
、概

謂
幽之

詞
明所
レ謂

同

祕

而

異

宗
、竝

行

而

丕

相

悖

一者
、

不
扈其

然
一乎

、然

則

律

詩

爲
v何

而

作

也
、日

調

膏̀

律

崗

嚴
昌對

偶

以

宜
昌唱

歌
納而

吾

子

所
レ謂

是

也
、季

爲
v被
昌

之

管

絃

圏而

然
畠也
、故

賦

亦

至
v唐
、變

爲
昌律

賦
噌律

賦

豈

爲
v被
於

管

絃
"而

作

也
、若

夫

近

世

律

詩

之

盛
、

詞

曲

不
v能

凱與
μ之

頡

頑

一岩
、其

由

有
vご
、日

雅

俗

也
、

難

易

也
、詩

餘

固

非
v不
v雅
、流

而

爲

歌

曲

幽也
、鄙

俚

輕

佻
、獪
昌我

邦

俗

間

箏

三

絃

諸

典

律

詩

則

獪
轄建

家

以

後

和

歌
一共

雅

俗

何

如

也
、陸

游

云
、詩

至
島晩

唐

五

季
「氣

格

卑

陋
、葡

長

短

句
、獨

精

巧

高

麗
、後

二
大

雖
も
亦

た

管
絃
に
被
ら
す

可
か
ら
ざ
る
あ
り
.
此
れ
古
今
の
變

な
り
、故
に
律
詩
は
之
を
詩
涛
謂
ひ
、詩
餘
歌
麟
は

概
ね

之
を

詞

「

と
謂
ふ
.
謂
は
ゆ
る
嗣
祗
に
し
て
異
宗
、
竝
び
行
は
れ
て

相
ひ
悖

ら
ざ
る
者
と
は
、其
れ
然
ら
す
や
、然
ら
ば
則
ち
律
詩
は
何
の
爲
め

に
し
て
作
る
や
、
曰
く
、}膏
律
を
調
し
、對
偶
を
嚴
に
し
、以
て
唱
歌

に
宜
し
く
す
、
而
し
て
吾
子
の
謂
ふ
所
是

な
り
、
之
を
管
絃
に
被

ら
す

が
鴬
め
に
し
て
然

る
に
非
る
な
り
、
故
に
賦
も
亦
た
唐

に

至
り
、變
じ
て
律
賦
と
爲
る
、律
賦
は
豈

に
管
絃
に
被
ら
し
む
る
が

爲

に
し
て
作

ら
ん
や
、
若
し
夫
れ
近
世
律
詩
の
盛
な
る
、
詞
曲

は

之

み
頡
頏
ず
る
能
は
ざ
る
者
は
、
其

の
由
二
あ
り
、
日
ぐ
雅
俗
な

り
、難
易

な

り
、詩

餘

は
固
よ
り
雅

な
ら
ざ
る
に
非
す
、
流
れ
て

歌
曲

と
爲
る
や
、
鄙
俚
輕
佻
な
る
こ
キ
、
獪
ほ
我
が
邦
の
俗
聞

の

箏
三
絃
の
諸
曲
の
ご
と
し
、律
詩
は
則
ち
猫
ほ
定
家

以
後
の
莉
歌

の
ご
と
し
、共

の
雅
俗
何
如
ん
そ
や
、
陸
游

ム
ふ
、詩

ぼ
晩
唐
五
季

に
至
り
て
、
氣
格
卑
附
、
而
し
て
長
短
句
ば
獨
り
精

　
高
麗
に
し

て

後
世
及
ぶ
莫
し
と
、
此
れ
事
の
曉

る
可
か
ら
ざ
る
者
に
し
て
.

甍
雅
衰

へ
て
俗
盛
ん
な
る
勘
.傷
む
な
り
、故

に
宋
以
後
の
儒
家
は

詞
曲
鮮
し
、律
詩
の
句
は
、
五
七
言
の
隈
あ
ゆ
、共
の
聲
調
は
謂
は

ゆ

る
二
四
不
同
二
六
對
、
兒
童
と
雖
ど
も
得
て
譜
す
可
し
、
詞
勇

は
即
ち
長
短
錯
雜
に
し
て
、
四
弊
嚴
密
な
り
、
謂
は
ゆ
る
調
に
党

.
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世

莫
レ及
、此

事

之

不
『可
μ曉

巻
、蓋

傷
昌雅

褻

而

俗

盛
輔

也
、故

宋

後

儒

家

詞

曲

鮮

矣
、律

詩

句

有
昌五

r.o
言

之

限
詮
ハ
聲

調

所
γ謂

二

四

不

同

二

六

黝
.雖
昌兒

童
嘯

可
齢得

而

諳
一矣
、詞

曲

則

長

短

錯

雜
、四

聲

嚴

密
、所

γ謂
調

有
.定

格
嚇宇

有
昌定

數
h韻

有
昌定

聲
嚇非
鶴婉

約

流

麗

則

失
昌其

本

色
触其

難

易

何

如

也

哉
、大

家

諸

集

或

附

以
5詞

曲
肉而

小

家

則

僅

僅

可
レ數

矣
、故

謂
昌詞

曲

盛

而

律

詩

可
廢

考
、由
レ不
v辨
徒

詩

樂

府
鞠也
、怪
亀

詞

曲

少

而

律

詩

多
.者
、由
v不
レ…辨
雅

俗

難

易
輌也
。

　

　

　

　

　

　

　

　

浪

華

筱

弼

承

弼

撰

格
あ

り
、
字

に
定
數
あ
り
、韻
に
定
聲
あ
り
、婉
約
流
麗
に
非
・ず
ん

ぼ
.薊
ち
其
の
本
色
を
失
ふ
、
其
の
難
易
は
何
如
ん
そ
や
、
大
家
の

諸
集
に
、
或
は
附
す
る
に
詞
曲
を
以
て
す
、
而
し
て
小
家
は
則
ち

僅

々
數
ふ
べ
し
、故

に
詞
曲
盛
ん
に
し
て
律
詩
廢
す
可
し
と
謂
ふ

者
は
、
徒
詩
と
樂
府
と
を

辨
ぜ
ざ
る
に
由
る
な
り
、
詞
曲
少
く
し

て
、
律

詩

の
多
き
を
怪
む
者
は
、雅
俗
難
易
を
辨
ぜ
ざ
る
に
由
る

な
り
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

浪
華
筱
弼
承
弼
撰
す
。
.

盥

概

友

詩

律

論

二
七



蛻

日

本

詩

話

叢

書

}

二
(

～
}

祕

友

詩

律

論

畢

『
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0
按
、
之

字

疑

富

在
二
間
宇

下
鵜

凱

僕

得
禺明

問
門巳

竭
周蕣

其

糞

而

恐
γ有
昌罅

漏
交

周

諏
.

兩

都

諸

友

嚇獲
昌此

數

篇

一皆

係
畠稿

本
q塗

抹

狼

藉
、故

淨

録

爲

邑
…
册
嚇併

往
、參

而

觀

v之

、足
昌以

相

發

一也
、如
賢

其

巽
。徒

詩

樂

府

一爲
ガ
ニ
、與
昌愚

見

一微

異
、如

昌家

父

作

γ誦
、吉
甫

作
"誦
、是

主
v誦

不
v圭
レ歌
、僕

所
v謂

專
"叙

蓮

.

者

、似
v可
γ謂
己之

徒

詩

一矣
、然

左

氏

衞

侯

使
賢師

曹

爲
ゴ

孫

劇

}歌
中巧

言

之

卒

章
い塗

誦
v之
、則

詩

可
v誦

可
γ歌

、

不
"必

區

型

也
、漢

鐃

歌

鼓

吹
、似

冒取
己民

間

詩

一之

者
、

非
脂別

製
"之
.故

其

中

多
智與
』+

九

首
肋相

出

入

者
い魏

人

歌

行
、亦

興
越他

離

別

應

酬

之

作
嚇體

胴裁

不
v異
、唐

製

昌五

七

言

律
嚇新

翻
唱度

曲
h皆

取
"於

此
h既

而

截
昌律

之

孚

軸以

便
昂歌

唱
嚇如
昌凉

州

・伊

州
・陽

關
・柳

枝
一皆

是
、

於
γ是

專

以
爲短

律
爲

鼬樂

章
嚇如
主

昌

齢

李

盆
嚇毎
γ作
脇

凶
詩
「伶

工

爭

購
、
一
樹

春

風

萬

萬

絲
…、爲
ガ
樂

天

遣

紅

友

詩

穣

諭

僕
レ
明
問
を
得
て
、
巳
に
其

の
愚
を
堪
蠱
す
㌧而
し
て
罅
漏
あ
ら
ん

こ
と
を
恐
れ
、
夂
周
く
兩
都
の
諸
友
に

諏

ふ

て
、
此
の
數
篇
を

獲
た
り
、皆
、稿
本
に
係
る
、塗
抹
狼
藉
た
り
、
故
に
淨
録
し
て

}
冊

と
爲
し
併
せ
て
往
か
し
む
、參
し
て
之

れ

を

觀

ぱ
、
以
て
相
發

す
る
に
足
ら
ん
、
其
の
徒
詩
・樂
府
を

判
し
て
二
と
爲
す
が

如
き

は
、
愚
見
と
微
し
く
異
な
り
、
家
父
誦
を
作
り
、吉
甫
誦
を
作
る
が

如
き
、是

糺
誦
を
主
と
し
て
歌
を
主

と
せ
す
、
僕
の
謂
は
ゆ
る
叙

遘
を
專
に
す
る
者
.之
れ
を
徒
詩
と

謂

ふ
べ
き
に
似
た
り
、然
れ

ど
も
、
左
氏
に
、衞
侯
が
師
曹
を
し
て
、孫
鯏

の
爲
に
、巧
言
の
卒
章

を
歌
は
し
め
、逾
に
之
れ
を
誦
す
、
則
ち
詩
は
誦
す
べ
き
と
歌
ふ

べ
き
と
、
必
す
し
も
區
別
せ
す
、漢

の
鐃
歌
鼓
吹
は
、民
間
の
詩
を

取
る
、
別
に
之
れ
を
製
す
る
に
非
ざ

る
に
似
た
り
、故

に
其
の
中
、

十
九
首
と
相
出
入
す
る
者
多
し
.
魏
人
の
歌
行
も
、
亦
他
の
離
別

應
酬
の
作
と
.
體
裁
異
な
ら
す
、唐
、
五
七
言
律
を
製
し
て
、薪
に
度

曲
を
翻
す
、
皆
此
に
取
る
、既

に
し
て
、律
の
孚
を
截
し
て
以
て
歌

唱
に
便
す
、
涼
州
・伊
州
・陽
關
・柳
枝

の
如
き
、
皆
是
れ
な
り
、是

に

於
て
、專
ら
短
律
を
以
て
樂
章
と
爲
す
、
王
昌
齡
・李

盆

の
如

き
、

一
詩
を
作
る
毎
に
、伶
工
爭
ひ
て
購
ふ
、』

樹
の
春
風
萬

々
絲
」は
、

樂
天
が
妾
を
遣
る
時
に
口
占
す
る
所
た
り
、而
し
て
樂
工
之
れ
を

天
子
の
前
に
奏
す
、
此
近
體
の
徒
詩

な
少
、
特
に
其
篇
章
婉
約
、音

二
九



鷲

本

詩

話

叢

書

掘
　

γ妾
時

所
ム

占
朔而

樂

工

奏
邸之

天

子

前
曲此

近

體

徒

　
　

詩

也
.特

以
"其

篇

章

婉

約
、音

節

清

脆
h故

被
驫之

絃

歌

嚇非
臼別

有

昌
嚇
種

樂

府

一也
、至
v如
麟李

杜

歌

行

蔓

篇
門

學
轟魏

武

薙

露

蒿

里

之

意
嚇因
"古

名
一而

出
崢新

裁
吶盤

硬

排

慕

,肆
昌己

所
つ欲
v言
、非
"上
昌之

絲

竹

著

勧徐

師

曾
、

蓋

覗
昌此

笠

以

爲
昌有
レ詞

無
レ聲

之

歌

嚇不
レ
知
昌作

者

始

無
δ意
"於

聲
嚇也
、至
自李

之

短

律
嚇無
昌不
v可
v歌

者
門不
昌獨

清

軍

調
嚇晦

後

人

詩

餘
。取
y此

入
v譜

焉

耳
、及
粂

後
h

長

短

句

盛

行
、雖
昌絶

句
一亦

不
昌復

唱

歌

一矣
.故

樂

府

・

律

詩
・詩

餘
、皆

一
物

之

盛

裏

變

化

者
、不
v可
絃岐

爲

鶴

兩

涙
贈也
、至
"於

今

日
=

齊

皆

爲
昌可
μ誦

不
v可
v歌

者

鞠

矣

.要
v之

詩

本

永
v露
、押
v韻

協
γ聲
、婉

言

南

不
昌直

叙
嚇

故

誦

而

不
v歌

、亦

可
審以

陶
昌寫

性

情

一自

娯

娯
'人
、歌

行

近

體

.無

昌施

不
宰可
、而

近

軆

覧

是

詩

本

色
、就
鵡近

三
〇

節
溝
脆
な
る
を
以
て
、
故
に
之
れ
を
絃
歌
に
被
ら
ず
、
別
に

一
種

の
樂
府
有
る
に
非
ざ
る
な
り
、
李
・杜
の
歌
行
長
篇
の

如
き
に
至

り
て
は
、魏
武
の
蓬
露
蒿
里
の
意
を
學
ぶ
、
古
名
に
因
り
て
新
裁

を
出
だ
す
、
盤
硬
排
慕
、
己
の
言
は
ん
と
欲
す
る
所
を
肆
に
す
、之

を
絲
竹
に
上
す
者

に
非
ず
、
徐
師
曾
、蓋
、此
れ
等
を
親
て
.以
て
詩

有
り
て
聲
無
き
の
歌
と
爲
す
、作

圃
始
め
よ
り
聲
に
意
無
き
を
知

ら
ざ
る
な
り
、李
の
短
律
に
至
り
て
は
、歌
ふ
べ
か
ら
ざ
る

者
無

し
、獨
り
清
亭
調
の
み
な
ら
す
、
而
し
て
後
人
の
詩
餘
に
、此
れ
を

取
り
て
譜
に
入
る
ゝ
の
み
、
宋
の
後
、
長
短
句
盛
に
行
は
る
ゝ
に

及
び
、絶
句
と
雖
も
、復
た
唱
歌
せ
す
、故
に
樂
府
・律
詩
・詩
餘
は
、

皆

N
物
の
盛
衰
灣
化
ぜ
る
者
に
し
て
、岐
し
て
兩
派
と
爲
す
べ
か

ら
ざ
る
な
り
、
今
日

に
至
り
て
は
、
一
齊
に
皆
誦
す
べ
く
し
て
歌

ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
と
爲
れ
り
、之
れ
を
要
す
る
に
、詩
は
、本
と
嘗

を
永
く
す
、
韻
を
押
し
聲
を
協

へ
、
婉
言
し
て
直
叙
せ
す
、故

に
誦

し
て
歌
は
す
、
亦
以
て
性
情
を
陶
寫

し
て
、
自
ら
娯
み
、人
を
娯
ま

し
む
べ
し
、歌
行
・近
體
、施
し
て
不
可
な
る
無
し
、而
し
て
近
體
は
.

竟
に
是
れ
詩
0
太
色
.
近
體
申
に
就
き
て
、
七
言
斷
句
、叉
其
の
節

奏
大
に
定
り
、長
短
度
に
合
ふ
者
な
り
、
王
漁
洋
、五
七
言
截
句
を

以
て
唐

の
樂
府
と
爲
す
、
僕
を
以
て
之
れ
を

觀
る
に
、
七
言
多
き

忙
居
る
に
似
尢
り
、
今
人
、
惰
を
寫

し
景
を
叙
す
る
に
、亦
廿
八
宇



⑧

軆

中
門七

言

斷

句
、叉

其

節

奏

大

定
、長

短

合
v度

者
v

王

漁

洋

以
呂五

七

言

截

句
嚇爲
篇唐

樂

府
苡

ド僕

觀
v之
.

似

昌七

言

居
ツ多
、今

人

寫
γ情

叙

v景

.亦

用
昌廿

八

字

幽而

有
v餘
、不
"必

抽
v黄

樹
"臼
、拈
昌斷

髭

鬚

n然

後

謂
甲之

詩
占

也
、至
邑於

填

詞
門雖
昌華

人
叫苦
昌其

拘

肉不
v作
、可

也
。

音

節

諧

否
、不
レ待
昌華

晋
噂者
、本

書

巳

言
v之

矣
、更

有
5

一
證
嚇試

取
τ明

清

人

評
昌古

詩

一者
亠覽
γ之
、日
昌某

篇

有
ザ

調

者
、我

亦

覺

其

有

つ調
、日
昌某

宇

不
"響

者
、我

亦

覺

偽

其

不
ツ響

、如
7袁

倉

山

論
中群

山

萬

壑

赴
.荊

門
冖不
か可
昌

改
v群

爲
.千
、誦

而

味
ヴ之
.信

然
、非
旦意

有
昌異

同
肉所
ド爭

昔

節

而

已
、是

故

詩

之

驚
y心

動
v魄
、總

在
呂哈

誦

之

際
嚇不
昌必

待
7細
昌繹

其

義
嚇而

涕

巳

墜
v之
、是

知

聲
二
晋

　
　

之

道
、和

漢

無
昌大

異
也

、假

令

淨

切

不
v差
、如
昌譯

家

鄭
　

所
臺
只
而

歌

以
昌華

音
曲聞

以
"邦

耳
門是

亦

爰

居

鐘

鼓
、

瓧

友

詩

律

強

を
用
ぴ
て
餘
り
有
り
鄭
必
ナ
し
も
黄
を
擒
き

自
に
對
し
い髭
鬚
を

拈
斷
し
、然

る
後
に
之
れ
を
詩
と
謂
は
ざ
る
友
り
、
墳
詞
に

至
り

て
は
、華
人
と
雖
も
、其
の
拘
に
苦
む
、作
ら
す
し
て
可
な
り
.

音
節

の
諧
否
、華
膏
を
待
た
ざ
る
者
は
、
本
書
巳
に
之
れ
を
言

へ

り
、
更
に

一
證
あ
り
.
試
に
明
清
人
の
古
詩
を
評
す
る
者
を
取
り

て
之
れ
を
覽
る
に
、
某
篇
調
有
り
と
臼
ふ
者
は
、
我
れ
も

亦
た
其

の
調
有
る
を
覺
ゆ
、其
宇
響
せ
す
と
日
ふ
者
は
、
我
れ
も
亦
た
=其

の
響
せ
ざ
る
を
覺
ゆ
、袁
倉
山
が
「群
山
萬
壑
荊
門
に
赴
く
』を
、群

を
改
め
て
千
と
爲
す
べ
か
ら
す
と
論
す
る
が
如
き
.誦
し
て
之
れ

を
味
ふ
に
、信
に
然
り
、意
に
異
同
あ
る
に
非
す
、爭
ふ
所
は
、瞽
節

の
み
、是
の
故
に
、詩

の
心
を
驚
し
魄
を
動
か
す
は
、
總
べ
て
喰
誦

の
際
に
在
り
、
必
す
し
も
、
其
の
義
を
細
繹
す
る
を
待
た
す
し
て
.

涕
已
に
之
れ
に
墜
っ
、是
れ
知
る
、
聲
昔
の
道
は
、
和
漢
大
異
無
き

を
、
假
ひ
浮
切
差
は
・ず
、
譯
家
の
言

ふ
所
の
如
く
な
ら
し
む
る
も
も

而
も
歌
ふ
に
華
晉
を
以
て
し
、
聞
く

に
邦
耳
を
以
て
す
、
是
れ

亦

た
爰
居
鐘
鼓
、
何
ぞ
情
に
感
す
る
こ
と
か

之
れ
有
ら
ん
.或
ひ
と

三

脚



弼も

　
　
　
　
　
日
本

詩
話

叢
書

何

戚
〆情

之

有
、或

者

射

的

之

喩
、似
下未
v察
昌于

此
一者
ハ

況

唐

宋

矩

蠖
、歴

歴

可
v按
、我

之

詩

學
、未
v至
a茫

昧

如
7此

乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頼

襄

識

泉

藏

老

兄

采

覽

海

屋

一
對
、最

後

成
、僕

已

整
"頓

此

卷
嚇後

乃

獲
v此
、

於
γ是

更

命

淨

録

追

増
。故

字

多
昌謬

誤
h足

下

以
γ意

推
v之
、可
也
、且

其

所
v論

往

往

與
v僕

符

合
、渠

非
"勦

読
{僕

非
"雷

同
嚇故

贅
昌此

數

掌
梗

F勿
v尤

焉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

襄

　
又
　
識

詩

之

於
昌聲

律
叫不
レ可
v不
v嚴

也
、不
v嚴

則

非
v律

也
、而

有
昌恆

變

之

.別
靹如
轟恆

調
嚇須
v固
昌守

常

法
嚇至
昌變

調
嚇則

縱

横

交

錯
、絶

無
"定

則
嚇然

此

似
v易

而

甚

難
、不
v可
鵬

喜

作
雹

、我

東

方

詩

人
、或

但

知
v有
"二

四

不

同

二

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
三
二

の
射
的
の
喩
、
未
だ
此
れ
を
察
せ
ざ
る
者
に
似
た
り
.
況
ん
や
唐

宋
の
矩
蠖
・歴

々
按
す
べ
く
、
我
の
詩
學
、未
だ
茫
昧
此
く
の
如
き

に
至
ら
ざ
る
を
や
。

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

頼
襄
識
る
す

泉
藏
老
兄
釆
覽

海
屋
の

一
對
、最
後
に
成
る
、僕
巳
に

此
卷
を
整
頓
し
、後

に
乃
ち

此
を
獲
た
り
、
是
に
於
て
命
じ
て
淨
録
せ
し
め
て
追
増
す
、故
に

字
に
謬
誤
多
し
、
足
下
意
を
以
て
之
を
推
し
て
可
な
り
、
且

つ
其

の
論
ず
る
所
は
、
往
々
僕
と
符
合
す
、
渠
は
勦
論
す
る
に
非
す
、僕

は
雷
同
す
る
に
非
ら
す
、故
に
此
の

數
字
を
贅
し
、
尤
む
る
こ
と

勿
ら
し
む
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

襄
又
た
識
る
す
。

詩
の
聲
律
に
於
け
る
、嚴
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
、嚴

な
ら
す
ん
ば

則
ち
律
に
非
ざ
る
な
り
、
而
し
て
恆

攣
の
別
あ
り
、恆
調
の
如
き

は
、
須
ら
く
常
法
を
固
守
す
べ
し
、
變
調
に
至
り
て
は
、則
ち
縱
横

交
錯
、
絶
え
て
定
則
な
し
、然
れ
ど
庵
是
れ
は
易
き
に
似
て
甚
だ

難
し
、
喜
ル
で
作
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
我
が
東
方
の
論
人
、或
砿



げ

六

對

之

法
喉而

不
v知
召其

問

有
昌許

多

聲

病
叫故

其

所

伊作
之

詩
、紀

律

乖
、其

於
變

調
嚇亦

僅

有

下̀

三

蓮

之

類
嚇而

不
γ知
。其

有
矢

變

拗

格
也

.吾

友

備

中

小

野

逹

泉

藏
、醉

後

吐
v句
、豪

宕

有
v韻
、初

以

爲

詩̀

句

好

則

不
ツ拘

聲̀

律

嚇巳

而

自

論
下凡

其

作

昌恆

調

一者
、不
。叮

.不
固
"守

常

法
嚇間

著
昌聲

詩

論

一
篇
門將
ヨ以

行
己于

世
肉

余

亦

有
レ意

久

矣
、因

喜

而

題
昌其

卷

尾

一云
。

東

飽

頼

惟

柔

識

但
.、二
四
不
同
、二
六
勢
の
法
あ
る
を

知
り
、面
し
て
其
の
間
に
許

多

の
聲
病
あ
る
を
知
ら
す
、
故
に
其

の
作
る
所

の
詩
は
、
紀
律
乖

け
り
、其
變
調
に
於
て
も
亦
た
僅
か

に
下
三
連
の
類
あ
り
、
而
し

て
其
の
大
變
拗
格
あ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、吾
友
備
中
の
小
野
逹

泉
藏
、醉
後
句
を
吐
き
、豪
宕
韻
あ
り
、
初
め
以
て
詩
何
好
け
れ
ば

則
ち
醸
律
に
拘
ら
す
と
爲

せ
り
、
已
に
し
て
自
か
ら
、
凡
そ
其

恆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

、

調
を
作
る
者
は
、
常
法

を
固
守
せ
ざ
る

可
か
ら
ざ
る
を
論
れ
り

間
ろ
聲
詩
論

一
篇
を
著
は
し
、
將
に

以
て
世
に
行
は
ん
と
す
、
余

も
亦
た
意
あ
る
久
し
、因
て
喜
ん
で
其

の
卷
尾
に
題
す
と
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
飽

頼

惟

柔

識

す

明
治
癸
未
初
春
　
菱
洲
加
島
信
咸
敬
書

嫺

鍾

愛

誹

律

論

三
§


